
祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

-

今
堀
太
逸
氏

の
所
論

に
寄

せ
て
l
I

申

井

真

孝

　

私

は
、

『
鎮
護
国
家
と
呪
術
』
(『
図
説

・
日
本
仏
教
の
世
界
』
第

二
巻
)

に

「御
霊
会
と
祭
り
」
と
い
う
小
文
を
寄

せ
、
こ
れ
を

「疫

病
と
御
霊
会
」
と
改
題
し
、
拙
著

『
行
基
と
古
代
仏
教
』
に
収
め
た

(
以
下
、
前
稿
と
い
う
)
。

前
稿

の
狙
い
と
す
る
所
は
、

神
仏
習
合

思
想
が
展
開
し
て
い
く
過
程
で
、

〈
宮
寺
〉
様
式
と
仏
教
的
カ
ミ
が
創
出
さ
れ
て
、
仏
教
を
核

に
諸
信
仰
が
融
合
し
て
日
本
宗
教
の
原
形

が
作

ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
文
章
や
表
現
を
平
易

に
す
る
と
い
う
出
版
社

の
企
画
方
針

に
従

っ
て
書

き
、
史
料
を
生

の
形
で
引
用
す
る
こ
と
を
避
け
、
先
行
学
説
の
出
典
を
明
示
し
な
か

っ
た
た
め
か
、
学
術
論
文
と
し
て
の
体
裁
を
欠
き
、

ま
た
意
を
尽
く
す

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
最
近
、
今
堀
太
逸
氏
の

「疫
病
と
神
祗
信
仰
ー
ー
牛
頭
天
王
と
蘇
民
将
来
の
子
孫
l

」
と

　ユ
　

い
う
論
文
に
接
し
、
氏

の
所
論

に
若
干
の
疑
念
を
抱
く
と
と
も
に
、
改
め
て
祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王
に
関
す
る
私
見
を
補
強
し
て
お

く
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

今

堀
氏
の
論
文
は

「蘇
民
将
来
呪
符
」

の
現
行
民
俗
か
ら
説
き
起
こ
し
、
古
代

の
疫
病
対
策
か
ら
近
世
の
牛
頭
天
王
信
仰
ま
で
、
論
点

は
実

に
多
岐
に
わ
た
る
。

そ
の
全
て
に
批
評
を
加
え
る
こ
と
は
私

の
能
力
を
超
え
る
の
で
慎
み
た

い
が
、

私
見
に
直
接
関
わ
る
の
は
、

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

一
二

一



=

一二

「
二

朝
廷

.
幕
府
の
疫
病
対
策
」
の

「②
朝
廷
の
疫
病
対
策
…
…
平
安
時
代
」

「③
仏
法
の
場
と
し
て
の
神

社
」
、

「
四

蘇
民
将
来

の
呪
符

の
成
立
」

の

「①
祗
園
社

の
祭
神
に
つ
い
て
」
の
各
節
と
な
る
。
そ
こ
で
右
の
各
節
の
順
に
、
私
が
抱

い
た
疑
念
と
卑
見
を
述
べ

て
行
き
た
い
。

二

平
安
時
代
に
お
け
る
朝
廷
の
疫
病
対
策
の
事
例
と
し
て
、
今
堀
氏
も
ま
た
、
延
喜
十
五
年

(
九

一
五
)
と
天
暦
元
年

〈
九
四
七
)

の
場

合
を
取
り
上
げ
、

『
日
本
略
紀
』
お
よ
び

『
扶
桑
略
記
』
の
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
。

氏
は

「『
日
本
紀
略
』

『扶
桑
略
記
』
に
は
、

毎

年
め

よ
う
に
疫
病
流
行
の
記
事

(
咳
病

・
疱
瘡

・
赤
痢
)
が
み
え
る
」
と
言
い
な
が
ら
、、
『
類
聚
符
宣
抄
』
第
三

(疾
疫
事
)

に
掲
げ
る

疱
瘡

の

「発
年
々
」
で
あ
る
天
平
七
年

(
七
三
五
)
・
延
暦
九
年

(
七
九
〇
)
・
弘
仁
五
年

(
八

一
四
)
・
仁
寿
三
年

(
八
五
三
)
・
元
慶
三

年

(
八
七
九
)
.
延
喜
十
五
年

・
天
暦
元
年

・
天
延

二
年

(九
七
四
)
・
正
暦
四
年

(
九
九
三
)
・
寛

仁

四
年

(
一
〇

二
O
>
・
長

元
九
年

(
一
〇
三
六
)
の
う
ち
、
な
ぜ
延
喜
十
五
年
と
天
暦
元
年
の
場
合
だ
け
を
取
り
上
げ
た
か
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
。

私
が
前
稿
に
お
い
て
こ
の
両
年
を
取
り
上
げ
た
理
由
を
述
べ
る
と
、
延
喜
十
五
年

の
場
合
は
、

『
日
本
紀
略
』

に
よ
れ
ば
、
十
月
十
六

日
に
紫
宸
殿
大
庭

.
建
礼
門

.
朱
雀
門
等
の
三
所
で

「大
祓
事
」
が
あ
り
、
仁
寿
殿
で

「御
読
経
事
」
が
あ
り
、
ま
た
建
礼
門
前

で

「鬼

気
祭
事
」
が
あ

っ
て
、
伝
統
的
な
神
事

の
大
祓
と
仏
事
の
読
経
に
加
え
て
、
陰
陽
道
に
ょ
る
鬼
気
祭
を
併
修
し
た
最
初

の
事
例
を
紹
介
し

　
　
　

た
の
で
あ
る
。
な
お
、

『
扶
桑
略
記
』
同
年
九
月
二
十
五
日
条
の

「定
諸
社
諸
寺
仁
王
経
読
経
事
、
三
箇
目
、
為
祈

京
中
諸
国
疱
瘡
赤
痢

病
也
」
に
言
及
し
な
か

っ
た
の
は
、
煩
わ
し
さ
を
避
け
た
に
過
ぎ
な
い
。
天
暦
元
年

の
場
合
は
、
同
じ
く

『
日
本
紀

略
』

に
よ
る
と
、
八

月
十

四
日
に
建
礼
門
前
で

「鬼
気
祭
」
を
修

し
、
翌
十
五
日
に
紫
宸
殿

・
建
礼
門

・
朱
雀
門
の
三
箇
所
で

「
大
祓
」
が
あ
り
、
十
八
日
に

仁
寿
殿
で

「御
読
経
」
を
行
な

っ
て
お
り
、
大
祓

・
読
経

・
鬼
気
祭
の
併
修
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ

で
、
今
堀
氏
が

『貞
信
公
記
抄
』
同
年
八
月
二
十
二
日
条
の

「四
角
祭
、
次
々
可
有
四
隅
四
界
等
祭
」
を
引

い
て
な

い
の
は
残
念

で
あ
る
。



四
角
祭
・
四
爨

は
、

『西
宮
記
』
巻
七

(臨
時
御
願
)
に
「四
暴

講

燎
鵁

艨

四
角
蘿

潔

驤

畑
角
呈

天
下
有
疾
之
時

陰
陽
寮
進
支
度

鮒
勣
」
と
い
い
、
疫
病
流
行
の
と
き
に
修
す
る
陰
陽
道

の
祭
儀
で
あ

っ
た
。

『朝
野
群
載
』
巻

一
五

(陰
陽
寮
)
に

「四

角
四
堺
祭
使
等
歴
名
」
を
収
め
、
宮
城
の
四
角
や
郊
外
四
所
に
遣
わ
さ
れ
た
勅
使

・
陰
陽
寮
官
人

.
陰
陽
師
ら
の
名

を
記
し
て
い
る
。
四

角
祭

に
は

「宮
城
四
角
巽
方
鬼
気
御
祭
」

「宮
城
四
角
坤
方
鬼
気
御
祭
」
、

四
堺
祭
に
は

「祭
治
郊
外
四
所
鬼
気
」
と
あ
り
、

四
角
四
堺

　
ヨ
　

祭
は
鬼
気
祭

の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
鎌
倉
時
代
に
は

「四
角
四
堺
鬼
気
祭
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
天
暦
元
年
に
は

八
月
十
四
日
に
建
礼
門
前
で
鬼
気
祭
を
修
し
た
が
、
二
十
二
日
に
も
再
び
鬼
気
祭
を
宮
城

の
四
方

で
修
し
、
し
か
も
そ
れ
を

「次
々
」
と

繰
り
返
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
疫
病
対
策
の
祭
儀
に
お
い
て
、
次
第
に
陰
陽
道

へ
の
傾
斜
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
角
四
堺
祭

は
、
宮
城

の
四
方
や
郊
外
の
四
堺
で
修
す
る
鬼
気
祭
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の

「鬼
気
」
と
は
、
前
稿

で
論
じ
た
よ
う

に
、
疫
病
を
起

こ
さ
せ
る
主
体

の

「疫
気
」
を
指
し
、

「疫
神
」
と
同
義
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
四
角
四
堺
祭

は
陰

陽
道
の
疫
神
祭

で
あ

っ
た
。
四
角
四
堺
祭

は
十
世
紀
初
頭

に
成
立
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
類
似
し
た
祭
儀
に
は
、
少
な
く
と
も
光

仁
年
間

(
七
七
〇
～

八
〇
)
に
響

、

『延
喜
式
』
巻
三

(臨
時
祭
)
に

膏

城
四
隅
疫
禦

騰

騒

城
L

「畿
内
堺
+
処
疫
神
轟

繊
欝

耨

驗

抻
」
と
規

定
す

る
宮
城
四
隅
疫
神
祭
お
よ
び
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
が
あ

っ
た
。
宮
城
四
隅

・
畿
内
堺
十
処
の
疫
神
祭
は
、
明
ら

か
に
神
祗
官
所
轄
の

　
る
　

律
令
祭
祀
で
あ
り
、
陰
陽
道

の
四
角
四
堺
祭
が
律
令
祭
祀

の
疫
神
祭

の
役
割
を
担
う
も

の
と
し
て
新
し
く
登
場
し
た
と
す
る
な
ら
、
四
角

四
堺
祭
を
神
祗
祭
祀
と
ま

っ
た
く
無
関
係
な
祭
儀
と
捉
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
神
祗
信
仰
と
陰
陽
道
が
習
合
し
た
形
態
の
、
も
し
く
は
神

祇
信
仰

の
陰
陽
道
的
変
容

の
祭
儀

で
あ

っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・な
お
、
こ
う
し
た
神
祗
信
仰
と
陰
陽
道
の
習
合
的
祭
儀
に
は
大

　
　
　

儺

(
追
儺
)
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
今
堀
氏
は
、

『
類
聚
符
宣
抄
』
第
三

(疾
疫
)

に
収
録
す
る
諸
寺
社
読
経

の
官
符

・
官

宣
旨

の
う
ち
、

㈲
天
徳
二
年

(
九
五

八
)

五
月
十
七
日
官
宣
旨
、
㈲
治
安
元
年

(
一
〇

二
一
)
四
月
二
十
日
官
宣
旨
、
⑥
長
元
三
年

(
一
〇
1110
)
三
月

二
十
三
日
官
宣
旨
を

取
り
上
げ
、
神
社
の
社
頭
で
の
経
典
読
誦
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
氏
は

「平
安
時
代

に
、
ど
う
よ
う
な
場
合

に
神
社

の
社
頭
で
経
典
読

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

一
二
三



一
二
四

誦
が
行
な
わ
れ
た
の
か
考
え
て
み
る
L
と
言
う
が
、
こ
こ
に
収
め
る
官
符

・
官
宣
旨
は
、
い
ず
れ
も
疫
病
退
散
祈
薦

の
た
め
寺
社

に
経
典

読
誦

な
ど
を
命
じ
た
も
の
ぼ
か
り
で
あ
る
か
ら
、

「ど
の
よ
う
な
場
合
に
」
と
い
う
問
題
設
定
自
体
が
意
味
を
な
さ
な
い
。
そ
れ
は
と
も

あ
れ
、
㈲
官
宣
旨

の
事
書
き
に

「詣
寺
社
」
と
あ
る
所
か
ら
、

本
宣
旨
で
は
、
西
寺
御
霊
堂

・
上
出
雲
御
霊
堂

・
祗
園
天
神
堂
を

「寺
」
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「御
霊
堂
」

「天
神
堂
」

は

「寺
」
と
し
て
建
立
さ
れ
た
堂
な
の
で
あ
り
、
両
堂
に
は
し
た
が

っ
て
仏
教
経
典

に
も
と
つ

い
た
本
尊

(祭
神
)
が
安
置
さ
れ
て

い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

「御
霊
堂
」

「天
神
堂
」

は
日
本
固
有

の

「神

の
社
」
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
仏
法
と
の

深

い
関
係

の
も
と
に
建
立
さ
れ
た
堂
で
あ

っ
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

'

と
言

い
、
㈲
官
宣
旨
の
事
書
き
が

「詣
諸
社
」
と
な

っ
て
い
る
所
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
北
野
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
と
、

「西
寺
御
霊
堂
」

は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し

「祗
園
天
神
堂
」

は

「祗
園
」
と
な
り

「社
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
天
神
信
仰
が

「神
社
に
お
け
る
信
仰
」

の
一
環
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

と
も
言
う
。
そ
し
て
、
⑥
官
宣
旨
の
本
文
を
引
い
た
後
に
、

神
社
の
社
頭

で
の
仏
教
経
典
読
誦

の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
宣
旨
を
読
む
か
ぎ
り
、
神
社
の
社
頭
で
の
仏

教
経
典
読
誦
に
さ
い

し
て
、
祭
神

に
三
宝

の
冥
助
を
応
援
し
て
も
ら
う
と
い

っ
た
こ
と
の
記
載
が
思
い
の
ほ
か
少
な
い
。
記
載
さ
れ

て
い
て
も
常
套
句
で

あ
る
。
理
解

で
き
る
こ
と
は
、
た
だ
為
政
者
に
と

っ
て
神
社
が

「仏
法
の
場
」
と
し
て
最
適
で
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

明
治
維
新

の
神
仏
分
離
ま
で
、
神
社
が
な
に
ゆ
え
最
高
の
仏
法
の
場
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
神
と
仏

の
本
地
垂
迹
説
の

-展
開
や
、
末
法

の
時
代

に
神
社
が

「仏
法

の
場
」
と
し
て
活
性
化
す
る
こ
と
を
考
え
る
う
え
で
も
、
な
お
ざ
り

に
は
で
き
な
い
研
究

課
題
で
あ
る
。

と
結

ぶ
。
第

一
、
第
二
の
点
は
極
め
て
明
解
な
だ
け
に
納
得
さ
れ
や
す
か
ろ
う
が
、
第
三
の
点
は
い
く
ら
読
ん
で
も
私

に
は
理
解
で
き
な



　
　
　

い
の
で
あ
る
。
後
者
は
注
記
に
回
す
が
、
前
者
に
つ
い
て
言
う
と
、

「祗
園
天
神
堂
」
は

「寺
」
で
、

「祗
園
」
は

「社
」
で
あ
る
と
い

う
今
堀
氏

の
論
拠
は
、
天
徳
二
年
の
㈲
官
宣
旨
に

「寺
社
」
と
し
て
、
石
清
水

・
賀
茂
上

・
賀
茂
下

・
松
尾

・
平
野

・
大
原
野

・
稲
荷

・

春
日

・
大
和

・
住
吉

・
比
叡

・
西
寺
御
霊
堂

・
上
出
雲
御
霊
堂

・
祗
園
天
神
堂
の
十
四
所
を
列
記
す
る
が
、
こ
の
う
ち

「社
」
た
る
こ
と

明
ら
か
な
石
清
水
か
ら
比
叡
ま
で
の
十

一
所
を
除
け
ぽ
、
残
る
三
所
は

「寺
」
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
、
ま
た
、
治
安
元
年
の
㈲
官

宣
旨

に

「諸
社
」

(長
元
三
年

の
⑥
官
宣
旨
に
も

「諸
社
」)
と
し
て
列
記

す

る
石
清
水

・
賀
茂
上

・
同
下
社

・
松

尾

.
平
野

.
稲
荷

・

春
日

・
大
原
野

・
大
神

・
住
吉

・
梅
宮

・
吉
田

・
祗
園

・
北
野

・
比
叡

・
西
寺
御
霊
堂

の
十
六
所

は
、
西
寺
御
霊
堂

を
例
外
に
扱
う
こ
と

で
、
以
外

の
全
て
が

「社
」
と
な
り
、
し
た
が

っ
て

「天
神
堂
」
の
名
を
落
と
し
た

「祗
園
」
は

「社
」
に
変
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
天
徳
二
年
か
ら
治
安
元
年
ま
で
の
間
に

「寺
」
か
ら

「社
」

へ
変
わ

っ
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

今
堀
氏

は
祇
園
社

の
創
祀
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
る
が
、
私
は
前
稿
に
お
い
て

「祗
園
社
の
創
祀
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ほ
ぼ

一
〇

世
紀
初
頭

の
こ
ろ
と
考
え
る
」
と
述
べ
、
史
料
的
に
早
い
も
の
を
幾

つ
か
簡
単
に
挙
げ
て
お
い
た
。

「寺
」
か

「社
」

か
の
論
議
に
関
係

す

る
史
料
を
引
用
す
る
と
、
'『貞
信
公
記
抄
』
延
喜
ご
十
年

(九
二
〇
)
閏
六
月
二
十
三
日
条
に
、

為
除
咳
病
、
可
奉
幣
帛
走
馬
祗
園
之
状
、
令
真
祈
申
、
又
令
鑒
上
人
立
口
送
願
、

と
あ
り
、
幣
帛

・
走
馬
を
奉

っ
て
い
る
の
で
、
「
祗
園
」
は
ま
さ
し
く

「社
」

で
あ
る
。
今
堀
流

に
言
う
な
ら
、
祗
園

は

「社
」
↓

「寺
」

↓

「社
」
と
三
転
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
今
堀
氏
が
祗
園
を

「寺
」
と
見
な
し
た
根
拠
は
②
官
宣
旨
に
あ
る
が
、
国
史
大
系
本
の
鼇
頭

に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に

「諸
社
宣
」

の
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
事
書
き
か
ら
す
れ
ば

「寺
社
宣
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
付
箋

に

「諸
社
宣
」
と
書

か
れ
て
い
た
の
は
、

「天
神
堂
」
も

「御
霊
堂
」
も

「寺
」
で
あ
り
な
が
ら
、

ま

た

「社
」
と
も

見

な
し
得
る
存
在

で
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
う
な
れ
ば
、
㈲
⑥
官
宣
旨

の
西
寺
御
霊
堂
を
例
外
に
扱
う
必
要

は
な
く
、

ま
た
、

祗
園
は
当
初
か
ら

「社
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
、

続

い
て

『
日
本
紀
略
』
延
長
四
年

(
九
二
六
)
六
月
二
十
六
日
条

に
、

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

=
一五



一
二
六

供
養
祗
園
天
神
堂
、
修
行
僧
建
立
、

と
あ
り
、

「祗
園
天
神
堂
」
が
修
行
僧

に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。

『本
朝
世
紀
』
天
慶
元
年

(九
三
八
)
七
月
三
日
条
に
、

「今

目
於
諸
寺
諸
社
被
下
可
奉
読
仁
王
経

一
万
部
宣
旨
、
是
依
地
震
未
休
也
」
と
し
て
、
元
慶
寺

・
仁
和
寺

・
醍
醐
寺

・
法
性
寺

・
勧
修
寺

・

海
印
寺

・
神
護
寺

・
極
楽
寺

・
禅
林
寺

・
安
祥
寺

・
常
住
寺

・
石
清
水

・
賀
茂
上
社

・
同
下
社

・
平
野
社

・
松
尾
社

・
稲
荷
社

・
大
原
野

社

・
広
隆
寺

・
感
神
院

・
大
屋
寺
の
諸
寺
社
に
転
読
さ
せ
た
が
、
こ
こ
に
現
わ
れ
る

「感
神
院
」
が
祗
園
社
の
別
称

で
あ
る
こ
之
は
周
知

の
通

り
で
あ
る
。

『
日
本
紀
略
』
天
慶
五
年
六
月
二
十

一
日
条
に
、

奉
東
遊
走
馬
十
列
於
祗
園
社
、
依
東
西
賊
乱
御
賽
也
、

と

「祗
園
社
」

の
名
称
が
登
場
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
本
朝
世
紀
』
同
日
条

は
同
じ
こ
と
を
、

今
日
依
主
上
御
祈
㍉
有
被
奉
東
歌
井
走
馬
鯱
砧
耐
圃
於
祗
園
寺
感
神
院
、
以
右
近
衛
権
少
将
良
岑
朝
臣
義
方
為
勅
使
、
以
左
右
近
衛
各

十
人
為
舞
人
并
歌
人
、
左
十
人
辮
从
班
从
右
十
人
聨
从
証
从
其
装
束
料
給
人
別
下
襲
井
白
布
袴
等
醂
纖
払
但
舞
人
着
退
紅
染
衣
㍉
歌
人
着

蛮
画
衣
批
賻
黻
懶
議
師
幸

と
記
す
。

『
日
本
紀
略
』
が
原
史
料
に

「祗
園
寺
感
神
院
」
と
あ

っ
た
所
を

「
祗
園
社
」
と
書
き
換
え
た
と
解
せ
な
い
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
、

『
日
本
紀
略
』
が

「祗
園
社
」
で
統

一
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
天
徳
三
年
三
月
十
三
日
条
に

「同

日
、
感
神
院
与
清

水
寺
闘
乱
、
遣
検
非
違
使
制
止
之
」
と
あ
り
、
天
延
三
年

(
九
七
五
)
六
月
十
五
日
条
に
、

公
家
始
自
今
年
、
被
奉
走
馬
并
勅
楽
東
歌
御
幣
等
感
神
院
、
是
則
去
年
秋
依
皰
瘡
御
悩
有
此
御
願
、
今
被
賽
也
、
是
日
也
、
太
政
大

臣
参
向
感
神
院
、
公
卿
上
官
供
奉
、
中
宮
職
奉
幣
同
社
、
有
東
歌
等
、
使
亮
従
四
位
下
藤
原
季
平
、

と
あ

っ
て
、

『
日
本
紀
略
』
に
も

「感
神
院
」
の
名
称
が
現

わ
れ
、

し

か
も
感
神
院
を

「同
社
」
と
表
記
し
て
い
る
。
右

の

『本
朝
世

紀
』

や

『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
感
神
院
は
祗
園
寺
子
院
の

「寺
」
で
あ
り
な
が
ら
、
東
歌

・
走
馬

・
奉
幣
な
ど

に
預
か
る

「社
」
で

も
あ
る
、
と
い
う
二
重
性
格
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た

一
種
の
曖
昧
さ
は
、
前
稿
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
実
は



〈宮
寺
〉
様
式
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
今
堀
氏
が
私
の
前
稿
の
、

祗
園
社
が
感
神
院
と
も
よ
ば
れ
た
の
は
、
神
仏
習
合
の
表
象
で
あ
る
が
、
神
社
に
お
け
る
神
宮
寺
で
も
な
け
れ
ば
、
寺
院
内

の
鎮
守

社
で
も
な
い
、
仏
堂
と
社
壇
が
混
在
す
る

〈
宮
寺
〉
と
い
う
特
異
な
形
態
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
強

い
て
い
え
ば
、
境
内
全
域
が
寺
院

(感
神
院
)
か
つ
神
社

(
祗
園
社
)

で
あ

っ
た
。

の
箇
所
を
無
視
せ
ず
、

〈宮
寺
〉
様
式
の
特
性
に
注
目
し
て
お
れ
ば
、

「寺
」
か

「社
」
か
の
]
方

に
断
定
す
る
無
意
味
さ
に
気
づ

い
た

と
思
う
。

三

こ
こ
で
祗
園
社
の
創
祀
に
つ
い
て
論
ず
る
場
合
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
を
引

い
て
お
こ
う
。

『
二
十

二
社
註
式
』

に
、

人
皇
六
十

一
代
朱
雀
院
承
平
五
年
六
月
十
三
日
官
符
云
、
応
以
観
慶
寺
為
定
額
寺
事

蠶

淵
在
山
城
国
愛
宕
郡
八
坂
郷
馬
地

一
町
、
檜

皮
葺
三
間
堂

孛

驫

檜
皮
葺
三
間
礼
堂

一
宇
驫

安
置
薬
師
堡

躰

脇
士
菩
覆

二
躰

観
音
堡

躰

二
王
、
毘
頭
盧

一
躰

大
般
若
経

一
部
六
百
巻
、
神
殿
五
間
檜
皮
葺

一
宇
、
天
神
、
婆
利
女
、
八
王
子
、
五
問
檜
皮
葺
礼
堂

一
宇
、
右
得
山
城
国
解
儔
、
故

常
住
寺
十
禅
師
伝
燈
大
法
師
位
円
如
、
去
貞
観
年
中
奉
為
建
立
也
、
或
云
、
昔
常
住
寺
十
禅
師
円
如
大
法
師
、
依
託
宣
、
第
五
十
六

代
清
和
天
皇
貞
観
十
八
年
、
奉
移
山
城
国
愛
宕
郡
八
坂
郷
樹
下
、
其
後
藤
原
昭
宣
公
、
感
威
験
、
壊
運
台
宇
建

立
精
舎
、
今
社
壇
是

也
、

と
あ
る
。

『
二
十
二
社
註
式
』

の
著
者
は
吉
田
兼
右
に
擬
せ
ら
れ
、
天
文

(
一
五
三
二
～
五
五
)

の
半
ぼ

か
ら
元
亀

四
年

(
一
五
七
三
)

　
　
　

に
か
け
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
室
町
時
代
の
編
纂
だ
け
に
信
憑
性
が
問
わ
れ
る
。

「人
皇
六
十

一
代
朱

雀
院
」

「第
五
十
六

代
清

和
天
皇
」
な
ど

は
明
ら
か
に
編
者

の
追
記
で
あ
ろ
う
が
、
観
慶
寺
を
定
額
寺
に
な
す
と
い
う
承
平
五
年

(
九
三
五
)
六
月
十
三
日
の

ハ
　
　

官
符

は
、
官
符
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
か
ら
、
久
保
田
収
氏
が
言
う
よ
う
に
偽
作
と
疑
う
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
山
城

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

一
二
七



一
二
八

国
解

は

「故
常
住
寺
十
禅
師
伝
燈
大
法
師
位
円
如
、
去
貞
観
年
中
奉
為
建
立
也
」
だ
け
で
あ

っ
て
、
、「或
云
」
r以
下

は
及
ぽ
な
い
と
思
わ

れ
る
。
十
巻
本

『
伊
呂
波
字
類
抄
』
の

「幾
」

(諸
社

・
祗
園
)

に
、

昔
常
住
寺
十
禅
師
円
如
、
有
託
宣
、
貞
観
十
八
年
、
奉
移
八
坂
郷
樹
下
、
其
後
昭
宣
公
、
感
威
験
、

壊
運
台
数
宇
建
立
精
舎

官
符

文

・

-

　
　
　

と
、

「或
云
」
以
下
と
同
趣
旨
を

「官
符
文
」
と
し
て
引
く
が
、
福
山
敏
男
氏
の
言
う
よ
う
に
、
承
平
五
年
の
官
符
と
は
別
個
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
承
平
五
年
官
符

に
よ
れ
ば
、
観
慶
寺
は
貞
観
年
間

(
八
五
九
～
七
七
)
に
常
住
寺
十
禅
師
の
円
如
が
建

立
し
た
と
伝
え
る

が
、
別
の
官
符

に
ょ
る
と
、
貞
観
十
八
年

(
八
七
六
)
に
円
如
が
託
宣
に
よ

っ
て
移
し
奉
り
、
そ
の
後
に
昭
宣
公

(藤

原
基
経
)
が
威
験

を
感

じ
て
邸
宅
を
壊
ち
運
ん
で
精
舎

(今

の
社
壇
)
を
建
立
し
た
と
伝
え
る
。
前
者
は
観
慶
寺
が
定
額
寺
と
な
る
以
前

に
私
寺
と
し
て
貞

観
年

間
に
遡
る
歴
史
を
主
張
し
、
後
者
は
託
宣

・
奉
移

・
威
験

・
社
壇
の
語
か
ら
推
す
に
、
観
慶
寺
の

「神
殿
」
に
関
す
る
歴
史
を
主
張

し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
神
殿

に
祀
る
ヵ
ミ
の
奉
移
が
貞
観
十
八
年
で
、
昭
宣
公
が
神
殿
を
建
立
し
た
、
と
す
る
官
符

は
、
十
巻
本

　ね
　

『伊

呂
波
字
類
抄
』
が
鎌
倉
初
期

に
は
成
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
平
安
末
期
以
前
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

　
む
　

寿
永

三
年

(
一
一
八
四
)
三
月
の

「感
神
院
所
司
等
解
」
に
、

当
社
是
鎮
護
国
家
之
社
壇
、
霊
験
殊
勝
之
大
神
也
、
所
謂
従
元
慶
聖
主
陽
成
御
宇
之
時
、
令
奉
崇
御
以
降
、
数

百
余
歳
于
茲
、

と
あ

っ
て
、
官
符
と
の
関
わ
り
は
判
然
と
し
な
い
が
、
祗
園
社
の
元
慶
年
間
創
祀
説
が
平
安
末
期
に
行
わ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
元
亨
三
年

　
む
　

(
コ
ニ
ニ
三
)
祗
園
社
執
行
晴
顕
が
筆
録
し
た

『社
家
条

々
記
録
』
に
は

「祗
園
社
草
創
以
来
代
々
勅
願
次
第
」
と
し
て
、

清
和
天
皇
御
宇

当
社
草
創
根
元
者
、
貞
観
十
八
年
、
南
都
円
如
上
人
始
建
立
之
、
是
最
初
本
願
主
也
、

別
記
云
、
貞
観
十
八
年
南
都
円
如
先
建
立
堂
宇
、
奉
安
置
薬
師
千
手
等
像
、
則
今
年
夏
六
月
十
四
日
、
天
神
東
山
之
麓
祗
園
林
二
令
垂
跡
御

坐
、



陽
成
院
御
宇

・

,

当
社
始
而
被
成
勅
願
之
社
監
觴
者
、
元
慶
元
年
、
疾
疫
痩
瘡
起
于
天
下
、
貴
賤
尊
卑
迷
于
方
術
、
神
祗
官
陰
陽
密
卜
定
之
所
指
、

依
為
辰
巳
角
神
之
御
崇
、
雖
被
発
遣
勅
使
伊
勢
太
神
宮
、
無
其
減
之
間
、
重
雖
被
進
稲
荷
社
、
又
以
無
其
減

之
間
、
以
勅
使
被

尋
計
辰
巳
角
方
之
神
明
之
処
、
祗
園
社
御
坐
之
由
依
経
奏
聞
、
被
発
遣
勅
使
之
処
、
於
当
社
被
奉
献
官
幣
於
宝
前
、
相
斯
時
疾

疫
忽
除
却
、
痩
瘡
属
無
為
之
問
、
感
天
神
之
威
験
、
壊
運
昭
宣
公
麒
雄
紆
騰
摂
台
樹
、
立
数
宇
精
舎
為
社
壇
、
被
奉
安
置
天
王

・

婆
利

・
八
大
王
子
等
霊
躰
、

と
記
す
。
貞
観
十
八
年
に
天
神
が
垂
跡
し

(
「
別
記
」
)
、

元
慶
元
年

(
八
七
七
)
に
昭
宣
公

の
邸
宅
を
壊
運
し
て
社
壇

を
建
て
、

天
神
以

下
の
霊
体
を
安
置
し
た
と
す
る
社
伝
の
基
本
は
、
官
符
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
官
符

の

「其
後
」
が

元
慶
元
年
と
い
う
年
紀
に
な

っ
た
が
、
疫
疾
流
行
が
辰
巳
角
神

の
祟
り
で
、
伊
勢
大
神
宮
や
稲
荷
社
に
勅
使
を
発
遣
し
て
も
疫
疾
は
治
ま

ら
ず
、
当
社
に
勅
使
を
発
遣
し
て
官
幣
を
宝
前
に
奉
献
し
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
疫
疾
が
除
却
し
た
と
い
う
社
伝
は
、
官
符
に
い
う
昭
宣

公
が
感
じ
た

「威
験
」
の
内
容
を
指
し
て
い
る
に
相
違
な
い
。

こ
う
し
た
創
祀
に
関
す
る
社
伝
の
微
妙
な
相
違

は
、
恐
ら
く
観
慶
寺
と
し
て
の
創
建
と
祗
園
社
と
し
て
の
創
祀
と
は
そ
の
年
代
を
異
に

し
て
い
た
の
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『鳩
嶺
雑
日
記
』
に

「祗
園
社

麟
耗
観
貞
観
年
中
、
円
如
大
徳
建
立
、

元
慶
年
中
、
依

神
託
殊
搆
精
舎
」
と
言
う
よ
う
な
、
観
慶
寺
は
貞
観
年
間
の
創
建
、
祗
園
社
は
元
慶
年
間
の
創
祀
と
す
る
伝
承
が
早
く

か
ら
あ

っ
て
、
そ

れ
か
ら
祗
園
社
の
創
祀
を
観
慶
寺
の
創
建
年
代

に
近
づ
げ
る
べ
く
貞
観
十
八
年
説
が
登
場
し
て
、
こ
れ
が
官
符
に
記
載
さ
れ
た
の
で
な
か

ろ
う

か
。

右

の
私
見
に
大
き
な
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
円
如
が
薬
師
を
本
尊
と
す
る
観
慶
寺
を
建
て
、
そ
の
後
或
る
人

(
円
如
と
同

一
人
か
は

問
わ
な
い
)
が
託
宣
に
よ

っ
て
観
慶
寺

の
中

に
神
殿
を
建
て
て
天
神
を
祀

っ
た
、
こ
れ
が
縁
起
の
大
筋
で
あ
る
。
そ
の
天
神
を
祀
る
神
殿

(
社
壇
)

の
造
営

に
昭
宣
公
が
邸
宅
を
壊
運
し
た
か
ど
う
か
は
、
公
が
感
じ
た

「威
験
」
の
実
否
に
懸
か

っ
て
く
る
。
元
慶
元
年

に
流
行

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

一
二
九



=
二
〇

し
た
疫
疾
は
、
辰
巳
角
神
の
崇
り
で
、
辰
巳
の
方
角

に
当
た
る
伊
勢
大
神
宮
や
稲
荷
社
に
勅
使
を
発
遣
し
て
も
止
ま
ず
、
当
社
に
勅
使
を

発
遣

し
て
官
幣
を
宝
前
に
奉
献
し
て
始
め
て
疫
疾
が
終
息
し
た
と
い
う

『
社
家
条
々
記
録
』

の
伝
承
は
、
祗
園
社
の
創
祀
と
疫
病
の
関
わ

り
を
示
唆
し
て
余
り
あ
る
。
し
か
し
、
元
慶
元
年

は
も
と
よ
り
、
同
年
間
に
お
い
て
疫
病
が
流
行
し
た
と
い
う
記
録
が
他
に
見
え
な
い
。

『
三
代
実
録
』
や

『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
貞
観
十
四
年
正
月
二
十
日
条

の
、

是
月
、
京
邑
咳
逆
病
発
、
死
亡
者
衆
、
人
問
言
、
渤
海
客
来
、
異
土
毒
気
之
令
然
焉
、
是
日
、
大
祓
於
建
礼
門
以
厭
之
、

か
ら
、
寛
平
五
年

(
八
九
三
)
閏
五
月
条
の
、

十
四
日
辛
巳
、
勅
諸
国
停
貢
相
撲
人
、
依
疫
癘
之
患
、

(
中
略
)
十
八
日
仁
王
会
、
依
祓
疫
癘
之
難
也
、

ま
で
の
間

疫
病
流
行
を
示
す
記
事
は
な
い
の
で
あ
華

こ
の
二
+
年
間
に
全
く
疫
病
が
発
生
し
な
か

っ
た
と
は
囈

一・
で
き
な
い
が
、
国

史
に
記
録
さ
れ
な
い
の
は
、
朝
廷
が
神
仏
に
祈
疇
す
る
に
及
ば
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
元
慶
年
間

の
前
後

の
時
期

に
疫

病
の
流
行
が
確
認
で
き
な
い
以
上
、
昭
宣
公
が
天
神
の
威
験
に
感
じ
邸
宅
を
壊
運
し
た
と
い
う
伝
承
は
、
信
憑
性
を
低

め
る
こ
と
に
な
り
、

し
た
が

っ
て
祗
園
社
の
創
祀
は
、
疫
病
流
行
の
こ
と
が
史
書
に
現
わ
れ
る
寛
平

・
昌
泰
の
交
か
ら
以
後
の
時
期
を
想
定
す
る
の
が
妥
当

で

あ
る
。

四

祗
園
社
の
創
祀
は
十
世
紀
初
頭
ま
た
は
早
く
と
も
九
世
紀
末
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
延
喜
二
十
年

(
九
二
〇
)
閏
六
月
、
こ
の

年
の
春
夏
に
流
行
し
た
咳
病
を
除
く
た
め
幣
帛

・
走
馬
を

「祗
園
」
に
奉
じ
た
の
が
、
確
か
な
史
料
に
よ
る
初
見
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
朝

廷
の
公
的
祭
祀
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
藤
原
忠
平
の
私
的
祭
祀
の
性
格

に
近

い
と
思
わ
れ
る
。
延
長
四
年

(九
二
六
)

六
月
に
修
行
僧
が

「祗
園
天
神
堂
」
を
供
養
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
初
建
で
は
な
く
、
修
理
も
く
し
は
拡
張

の
造
営
で
あ

っ
て
、
祗
園
天
神
に
対
す
る
信

仰
の
進
展
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
例
の
官
符
や

『
社
家
条

々
記
録
』

に
伝
え
る

「威
験
」

の
こ
と
が
あ

っ
た
と
す
る
方
が
辻
褄



が
会

う
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
承
平
五
年

(九
三
五
)
六
月
に
太
政
官
符
を
も

っ
て
観
慶
寺
は
定
額
寺
に
列
せ
ら
れ
た
。
そ
の
観
慶
寺

は
、
薬
師
三
像
を
安
置
す
る
本
堂

・
礼
堂
と
、
天
神

・
婆
利
女

・
八
王
子
を
祀
る
神
殿

・
礼
堂
と
の
、
二
つ
の
堂
舎
群

か
ら
成
り
立

っ
て

い
た
が
、
後
者
の
堂
舎
群
は

「祗
園
」
と
か

「祗
園
天
神
堂
」
と
称
さ
れ
、
観
慶
寺

の
子
院
と
い
う
意
味

で
は

「感
神
院
」

の
号
で
呼
ぼ

れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
さ
ら
に
祗
園
天
神

へ
の
信
仰
が
高
ま
る
に
従

い
、
観
慶
寺
そ
の
も

の
を

「
祗
園
寺
」
と
通
称
す

る
こ
と
さ
え
あ

っ

た
。天

慶
元
年

(
九
三
八
)
七
丹
、
地
震
い
ま
だ
止
ま
ざ

る
に
よ
り
、
諸
寺
社

に
仁
王
経
を
転
読
さ
せ
た
が
、
そ
の
寺
社

に

「感
神
院
」
が

加
え
ら
れ
、

つ
い
に
公
的
祭
祀
の
対
象
寺
社
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
対
象
寺
社
と
は
、

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

元
慶
寺

・
仁
和

寺

・
醍
醐
寺

・
法
性
寺

・
勧
修
寺

・
海
印
寺

・
神
護
寺

・
極
楽
寺

・
禅
林
寺

・
安
祥
寺

・
常
住
寺

・
石
清
水

・
賀
茂
上
社

・
同
下
社

・
平

野
社

.
松
尾
社
'・
稲
荷
社

・
大
原
野
社

・
広
隆
寺

・
感
神
院

・
大
屋
寺

の
二
十

一
社
寺
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
貞
信
公
記
抄
』
に
は
、

七
月
三
日
、
夜
半
地
震
、
地
振
度

々
、
左
大
弁
来
云
、
可
令
読
仁
王
経

一
万
部
事
也
、

(中
略
)
八
日
癸
丑
、
十

五
大
寺
延
暦
寺
并

京
辺
諸
社
諸
寺
、
令
読
仁
王
経
、
為
御
息
災
、
令
止
地
震
也
、

と
あ

っ
て
、
元
慶
寺
以
下

二
十

一
の
寺
社
は

「京
辺
諸
社
諸
寺
」

に
相
当
す
る
が
、

こ
れ
ら
と
は
別
に

「十
五
大
寺
延
暦
寺
」
で
も
仁
王

経
転
読
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「十
五
大
寺
」
と
は
東
大

・
興
福

・
薬
師

・
元
興

・
大
安

・
西
大

・
法
隆

・
法
華

・
新
薬
師

・
本

(
14
)

元
興

.
招
提

.
東

.
西

.
四
天
王

.
崇
福

の
各
寺
を
指
し
、

こ
れ
に
延
暦
寺
を
加
え
て
、
律
令
制
下
の
国
家
仏
教
を
象
徴
す
る
諸
寺
で
あ

っ
た
。

い
っ
ぽ
う

「京
辺
」

の
諸
寺

は
、
元
慶
寺
な
ど
院
宮
や
摂
関
家
の
御
願
寺
か
、
広
隆
寺
な
ど
太
子
信
仰
に
関
わ

る
寺
か
、
い
ず
れ

に
し

て
も
比
較
的
近

い
時
代

に
な

っ
て
朝
野

の
崇
敬
を
集
め
出
し
た
寺
々
で
、

「十
五
大
寺
」
と
は
寺
史
に
お
い
て

一
線
を
画
す
る
寺
院

で
あ

っ
た
。
目
的
を
同
じ
く
す
る
仁
王
経
転
読
も
、

「十
五
大
寺
延
暦
寺
」
と

「京
辺
諸
社
諸
寺
」
と
で
は
、
前
者
が

〈律
令
的
〉
な
れ

ば
、
後
者

は

〈非
律
令
的
〉
と
で
も

い
う
べ
く
、
性
格
が
異
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
朝
廷
の
行
な
う
公
的
祭
祀
が

〈律
令
的
〉
な
も

の
と

〈非
律
令
的
〉
も

の
と
が
同
時
に
修
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
単
独
に
ど
ち
ら
か

一
方

の
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
国
家
祭
祀
の
律

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

;

=



一
三
二

令
制
崩
壊

の
過
渡
的
な
形
態
ど
見
ら
れ
る
。

神
社

に
僧
何

口
が
を
遣
わ
し
て
仁
王
経
等
を
転
読
せ
し
め
る

「諸
社
読
経
」
は
、

〈
非
律
令
的
〉
な
新
儀

の
祭
祀
様
式

で
あ

っ
た
。
諸

　
お
　

社
読
経

の
事
例
を
、
昌
泰
元
年

(
八
九
八
)
」か
ら
天
徳
元
年

(九
五
七
)
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
出
来
る
だ
け
拾
い
上
げ
て
見
る
と
馬、

以
下

の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る

(番
号
は
注
(
15
)
の
史
料
番
号
)
。

ま
ず
諸
社
読
経
の
目
的
や
動
機

は
、

祈
雨
と
疾
疫

が
圧
倒
的
に
多

い

が
、
他
に
祈
年
穀

・
地
震

・
坂
東
兵
賊

二
二
合
年
な
ど
も
あ
る
。

つ
ぎ
に
対
象

の
神
社
が
判
然
と
せ
ず
単
に

「諸
社
」
と
あ
る
の
は
、
史

料
の
性
格
上
や
む
を
え
な
い
と
し
て
も
、
昌
泰

(
八
九
八
～
九
〇

一
)
か
ら
延
喜

(九
〇

一
～
三
三
)
の
前
半
ま
で
対
象
の
諸
社
は

「七

社
」

「十
社
」

「十
二
所
」
と
定
ま
ら
な
か
っ
た
トが

(①
～
④
)
、
延
喜

の
後
半
か
ら
は

「十

一
社
賦
,に
固
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

(⑥

～
⑧

、
⑫
⑭
⑮
な
ど
)。

こ
の
う
ち

「
七
社
」
は
八
幡

・
賀
茂
上

・
同
下

・
稲
荷

・
松
尾

・
春
日

・
住
吉
の
各
社
と
思
わ
れ

(①
)
、

「十

社
」

「十
二
所
」
は
こ
れ
に
幾
つ
か
の
他
社
を
適
宜
加
え
た
に
違

い
な
い
。
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
水
旱

.
疾
疫
な
ど
の
災
害
に

　
め
　

対
処
す
る
祭
儀
は
、
こ
れ
ま
で
寺
院
に
は
読
読
、
神
社
に
は
奉
幣
が
通
例
で
あ

っ
た
。
祈
雨
奉
幣

に
つ
い
て
考
察
さ
れ

た
並
木
和
子
氏

の

研
究

に
よ
る
と
、
延
喜
年
間
前
後
か
ら
特
定
の

「諸
社
」
,
に
対
す
る
祈
雨
奉
幣
が
行
わ
れ
出
し
、
そ
の
諸
社

に
は
十
六
社
お
よ
び
十

1_社

を
数

え
た
。
十
六
社
と
は
伊
勢

・
石
清
水

・
賀
茂

・
松
尾

・
平
野

・
稲
荷

・
大
原
野

・
春
日

.
大
神

.
石
上

.
大
和

.
広
瀬

.
龍
田

.
住

吉

゜
丹
生
川
上

゜
貴
布
勢

各
撃

、
土

社
と
は
木
嶋

・
乙
訓

・
水
主

・
火
雷

・
平
岡

・
恩
智

広
田

・
告

喪

甲

座
摩

乗

の
各
社
で
あ
る
ゆ
、
『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
六
年
七
月
六
日
条
に

「奉
幣
諸
社
、
依
祈
雨
也
、
十
六
社
之
外
十

一
社
」
と
見
え
、
延
喜

の
後

半
に
は
十
六
社
や
十

一
社
に
限
定
し
た
祈
雨
奉
幣
が
行
わ
れ
て
い
た
。

と

こ
ろ
で
、
諸
社
読
経
の
十

一
社
と
祈
雨
奉
幣

の
十

一
社
と
は

一
致
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
十

一
社
に
限
定
し
た
諸
社
読
経
が
現
れ
る
の

は
、
延
喜
十
五
年
四
月
の
疾
疫
祈
薦
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
神
社
名
は
明
ら
か
で
な
い

(⑥
～
⑧
)。

し
か
し
、

天
慶

二
年
七
月
の
祈
雨

に
ょ

る
諸
社
読
経
の
こ
と
を
記
し
た

『
本
朝
世
紀
』
に
は

「
石

・
賀
上
下

・
松

・
平

・
原

・
稲

.
春

.
大
神

.
住
吉

.,比
叡
等
也
」
と
注

し
て
い
る

(
⑫
)。

同
書

に
よ
る
と
、

六
月
二
日
に
丹
生
と
貴
布
禰

へ
奉

幣
使

を
立

て
、
十
二
目
に

「石

.
賀
上
下

.
松

。
平

.
稲

.



原

.
春

.
神

.
石

.
大
和

.
伝

.
龍

.
住

.
丹

・
貴
L

の
十
六
社
に
奉
幣
し
、
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
大
極
殿

に
お
い
て
百
僧
を
請

じ
大
般
若
経
を
転
読
し
、
七
月
五
日
か
ら
三
日
間
、
既
述
の
諸
社
読
経
を
修
し
、
八
日
に

「除
先
日
奉
幣
諸
社
之
外

十

一
社
」
す
な
わ
ち

(火
力
)

木
嶋

.
乙
訓

.
水
主

.、大
雷

・
平
岡

・
恩
智

・
座
摩

・
垂
水

・
広
田

・
長
田

・
生
田
の
各
社
に
奉
幣
す
べ
き
こ
と
を
定

め
、
十
日
に

「十

五
大
寺
并
延
暦
寺
有
供
諸
寺
」
に
て
読
経
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
い
ず
れ
も
祈
雨

の
祈
薦

で
あ

っ
た
。

「十

五
大
寺
井
諸
社
」
の

読
経

は
五
月
に
も

「坂
東
兵
賊
事
」
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
祈
雨
も
ま
た
、
読
経
は

「十
五
大
寺
井
延
暦
寺
有
供
諸
寺
」
お
よ
び

「十

一

社
」
、
奉
幣

は

「十
六
社
」
お
よ
び

「十

一
社
」
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、

第

一
に
、

二
十
二
社
制

の
先
蹤
た
る
十
六
社

は
寺
院
の
十
五
大
寺
に
も
相
当
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
、
第

二
に
、
読
経

の
十

一
社

は
奉
幣

の
十

一
社
と
は
ま

っ
た
く

一
致
せ
ず
、
む
し

ろ
十

六
社
の
中
か
ら
石
上

・
大
和

・
広
田

・
龍
田

・
丹
生
川
上

・
貴
布
禰
を
除
き
、
比
叡
を
加
え
た
も

の
と
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ら

の
も

つ
意
味
は
別
の
機
会
に
考
察
す
る
と
し
て
、

読
経
の
諸
社
の
選
定
理
由
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
①

に

「大
名

神
社
」
、
⑤
に

「名

社
」
、
'⑬

に

「高
名
」
、
⑳

に

「験
所
」
、
少
し
後
に
な
ゐ
が
⑥
官
宣
旨
に

「霊
社
」
、
な
ど
と
い

っ
た
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
名
神

の
中

で
も
霊
験
を
も

っ
て
聞
之
え
る
カ
ミ
、
朝
廷
の
崇
敬
が
厚

い
カ
ミ
、

の
ご
と
き
基
準
が
想
定
さ
れ
る
。'

さ

て
{
こ
う
し
た
諸
社
読
経
の
趨
勢

の
も
と
に
、
祗
園
社
を
位
置
づ
け
よ
う
。
天
慶
元
年
に
仁
王
経
を
転
読
し
た
二
十

一
社
寺
の
中
に

「感
神
院
」
が
入

っ
て
い
る

(⑪
)
。

「京
辺
諸
社
諸
寺
」
の
う

ち
、
元
慶

・
仁
和

・
醍
醐

・
法
性
'・
勧
修

・
海
印

・
神
護

・
極
楽

・
禅

林

・、妥
祥

.
常
住

.
広
隆

.
大
屋
の
十
二
寺
を
選
ん
だ
基
準
は
な
お
明
ら
か
で
な
い
が
、
石
清
水

一
賀
茂
上
,.
同
下

.
平
野
と.
松
尾

.
稲

荷
貞.
大
原
野

の
七
社

は
、
諸
社
読
経

の
十

一
社
か
ら
春
日

.
大
神

・
住
吉

・
比
叡
の
四
社
を
外
し
た

「京
辺
諸
社
」

で
あ
る
。
承
平
元
年

に
諸

社
読
経
十

一
社

の
う
ち

「京
辺
七
社
」
ぺ
名
僧
を
遣
わ
し
て
読
経
し
、
御
息
災
を
祈
ら
し
め
た
前
例

(⑩
)
を
踏

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
感
神
院
を
選
定
し
た
の
は

「寺
」
と
し
て
か

「社
」
と
し
て
か
、
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

「寺
」
と
し

て
選
定
さ
れ
た
の
な

ら
、
感
神
院
は
観
慶
寺

の
子
院
で
あ
る
か
ら
、
本
坊
た
る
観
慶
寺
の
名
で
出
て
き
て
然
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
観
慶
寺

で
さ
え
、
元
慶
寺

(　　

)

以
下

の
諸
寺
に
比
肩
し
う
る
由
緒
を
も

つ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
感
神
院
は
そ
の
名
称
か
ら

「寺
」

で
あ

っ
て
も
、
こ
こ

紙
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

一
三
三
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四

で
は

「社
」
と
し
て
選
ば
れ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ

の
こ
と
は
、
天
徳
二
年
五
月
の
官
宣
旨

(⑳
)
で
諒
解
さ
れ
る
と
思
う
。
こ
の
官
宣
旨
は
、
読
経
の
対
象
に
石
清
水

・
賀
茂
上

.
賀

　
お
　

茂
下

・
松
尾

・
平
野

・
大
原
野

・
稲
荷

・
春
日

・
大
和

・
住
吉

・
比
叡

・
西
寺
御
霊
堂

・
上
出
雲
御
霊
堂

・
祗
園
天
神
堂
の
十
四
所
を
挙

げ

る
。
祗
園
天
神
堂
が
感
神
院
乏
同
じ
く
祗
園
社
の
別
称
た
る
こ
と
再
説
す
る
ま
で
も
な
い
。
前
年
の
天
徳
元
年
六
月
、
同
年
は
三
合
年

に
当
た
り
ハ
水
旱
疾
疫

の
災

い
が
絶
え
ざ
る
に
よ
り
、

「十
四
社
験
所
」

へ
僧
綱

一
人

が
僧

十

口
を
率
い
て
仁
王
経
を
読
ん
で
い
る
が

(⑳
)
、

こ
の

「十
四
社
験
所
」
は
、

翌
年

の
官
宣
旨
に
い
う
十
四
所
と
同

一
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
十
四
所

の
う
ち
、
石
清
水
か

ら
比
叡
ま
で
は
既
述
の
よ
う
に
諸
社
読
経
の
十

一
社
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
残
る
三
所
に
つ
い
て
は
、
天
慶
元
年
の
場
合
の
元
慶
寺
以
下

十
二
寺
と
選
定
の
基
準
を
異
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仮

に
読
経
対
象

の
諸
社
と
相
並
ぶ
所

の
諸
寺

の
扱
い
な
ら
、
西
寺
や
観
慶
寺
の
寺

名
だ
け
で
済
強

あ
え
て

「御
霊
堂
」
と
か

昊

神
堂
L
と
限
定
し
た
表
記
は
必
要
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
前
稿

で
、

天
徳
二
年

(
九
五
八
)
五
月
、
疾
疫
多
発
の
た
め
僧
を
遣
わ
し
、
仁
王
経
を
読
ま
せ
た
諸
社
寺

の
な
か
に
、
西
寺
御
霊
堂

.
上
出
雲

御
霊
堂
と
な
ら
ん
で
、

祗
園
天
神
堂

の
名
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と

(
『類
聚
符
宣
抄
』
)、

天
神
堂

は
寺
院

に
お
け
る

「御
霊

堂
」

の
性
格
を
も

っ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

と
述

べ
た
が
、
観
慶
寺

に
お
け
る
祗
園
天
神
堂
が
西
寺
の
御
霊
堂
と
同
じ
性
格
を
も

っ
て
い
た
と
は
、
寺
院
内

の
仏
堂

と
し
て
よ
り
も
、

そ
の
堂
自
体
が
寺
院
内

に
存
し
な
が
ら

「社
」
の
性
格
を
も

つ
特
異
な
堂
宇
-
具
体
的
に
は
神
殿
建
築
1

で
あ

っ
た
、
と
積
極
的
に
言
う

べ
き

で
あ

っ
た
。
先

に
天
神
堂
も
御
霊
堂
も

「寺
」
で
あ
り
な
が
ら
、

「社
」
と
も
見
な
し
得
る
存
在
で
あ

っ
た
と
述

べ
た
の
は
、
こ
う

　れ
　

し
た
理
由
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
感
神
院

ー
祗
園
天
神
堂

は
、
西
寺
御
霊
堂
や
上
出
雲
御
霊
堂
と
と
も
に
、
諸
社
読
経
の
十

一
社
に
準
ず
る
か
、
ま
た
は
同
列
の

「社
」
と
し
て
、
朝
廷
の
公
的
祭
祀
に
預
か
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
祭
神

の
祗
園
天
神
が
時
代
の
要
請

に
応
え
た

「威
験
」

あ
る
カ
ミ
と
し
て
、
急
速
に
朝
野
の
崇
敬
を
受
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



五

時
代

の
要
請
と
は
、
疫
病
に
対
す
る
宗
教
的
観
念
で
あ
る
。
私
は
前
稿
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
九
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
奉
幣

・
読

経
な
ど
疫
病

の
退
散
を
祈
疇
す
る
場
合
、

「疫
気
を
攘
う
」
と
か

「疫
気
を
禦
ぐ
」
ま
た
は

「疫
気
に
謝
す
」
と
い

っ
た
表
現
が
定
形
化

す
る
。
こ
の

「疫
気
」
は
疫
病
を
起
こ
さ
せ
る
主
体
、
病
原
の
本
体
と
い
う
意
味
で

「疫
鬼
」
あ
る
い
は

「疫
神
」
と
同
義
で
あ
り
、
そ

の

「疫
鬼
」

「疫
神
」
は
実
際
に
は
死
霊
と
観
念
さ
れ
て
い
た
。
疫
病
の
本
源
を
死
霊
と
み
る
宗
教
的
観
念

は
、
九
世
紀
前
半
の
古
代
社

会
を
襲

っ
た
慢
性
的
な
疫
病
の
蔓
延
に
対
す
る
人
々
の
恐
怖
感
の
所
産
で
あ
る
。
疫
病
退
散
の
祭
儀

の
う
ち
、

「疫

気
を
攘
う
」
と

「疫

気
を
禦
ぐ
」
は
わ
が
国
の
神
祗
祭
祀
の
ハ
ラ
イ

(
祓
)
と
ミ
チ
ア
エ

(
道
饗
)
を
継
承
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、

「疫
気

に
謝
す
」

は
前

二
者

と
異
な
り
、
死
霊
を
祀
る
新
し
い
祭
儀
で
あ

っ
た
。
こ
の
死
霊
は
一
般
的
な
霊
魂
で
は
な
く
、
朝
廷
で
あ
れ
ぽ

政
略
に
か
か
り
憤
死

し
た
者
、
民
間
で
あ
れ
ば
疫
病
や
洪
水
で
死
歿
し
た
者
、
い
わ
ぽ
非
業
の
死
を
と
げ
た
人

々
の
冤
魂
、
す
な
わ
ち
御
霊

で
あ
る
。
九
世
紀

後
半

か
ら
十

一
世
紀
に
か
け
て
、
民
間
で
は
御
霊
を
祀
る
型
の
祭
儀
が
主
流
と
な
り
、
疫
病
流
行

の
た
び
ご
と
に
、
京
都

の
内
外
で
は
疫

神
を
祀
る
祭
儀
と
し
て
御
霊
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
御
霊
信
仰
の
展
開

と

し
て
、

祗
園
社
の
創
祀
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
疫
病
と
御
霊
信
仰
の
関
係
だ
け
で
祗
園
社
の
創
祀
を
論
ず
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
も
、
柴
田
実
雌

が
指
摘
し
た
よ
う
に
御
霊
に
は
も
と
も
と
明
確
な
個
体

(霊
格
)

の
観
念
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
御
霊

の
崇
り
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て

い
た
疫
病
を
治
め
る
た
め
に
、
祗
園
天
神

(
牛
頭
天
王
)
を
祀

っ
た
こ
と
で
、
御
霊
11
疫
神

の
個
体

(霊
格

・
神
格
)
化
が
達
成
さ
れ
た

点
に

つ
い
て
、
十
分
な
説
明
を
施
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
に
お
い
て

「疫
神
」
観
念

の
推
移
を
考
察
し
た
い
。

九
世
紀
初
頭
以
前
の
文
献
で

「疫
神
」
観
を
示
す
代
表
的
な
も
の
は
、

『令
義
解
』

(巻
二
、
神
祗
令
)
に
鎮
花
祭

に
つ
い
て

「大
神

狭
井

二
祭
也
、
在
春
花
飛
散
之
時
、
疫
神
分
散
而
行
癘
、
為
其
鎮
遏
、

必
有
此
祭
、

故
日
鎮
花
」
、
道
饗
祭
に
つ
い
て

「卜
部
等
於
京
城

祇
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

一
三
五



一
三
六

四
隅
道
上
而
祭
之
、
言
欲
令
鬼
魅
自
外
来
者
、
不
敢
入
京
師
、
故
預
迎
於
道
而
饗
遏
也
L
と
注
し
、

『
日
本
霊
異
記
』

(中
巻
、
第

二
十

五
縁
)
に

「讃
岐
国
山
田
郡
、
有
布
敷
臣
衣
女
、
聖
武
天
皇
代
、
衣
女
忽
得
病
、
時
偉
備
百
味
、
祭
門
左
右
、
賂
於
疫

神
而
饗
之
也
」
と

い
う
記
事

の
三
点
で
あ
る
。
疫
癘
を
起
こ
す

「疫
神
」
や

「鬼
魅
」
は
境
外

(異
界
)
か
ら
訪
れ
る
も
の
と
考
え
、
そ

の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
に
境
界

の
道
路
上
ま
た
は
門

口
に
予
め
迎
え
、

饗
応
し
て
退
却
を
願
い
、

あ
る
い
は
飛
散
す
る

「疫
神
」

を
鎮
め
る
、

と
い
う
の
が

　
お
　

「疫

神
祭
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
行
疫

の
鬼
神
を
祀
る
方
法
に
、
「鎮
遏
」
と

「饗
遏
」
の
二
種
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

道
饗
祭
に
つ
い
て
見
る
と
、
道

に
饗
え
る
対
象
は

「鬼
魅
」
で
あ
り
、
鬼
魅
そ
の
も
の
が
祭
祀
の
主
体
と
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

『
延
喜
式
』
(巻
八
、
祝
詞
)

に
収
め
る
道
饗
祭

の
祝
詞
を
見
る
と
、

「
八
衢
比
古
八
衢
比
売
久
那
斗
止
御
名
者
申
氏
辞
竟
奉
灘
.
根
国
底

国
蠶

備
疎
備
来
惣

相
率

相
・
会
事
無
奚

下
行
者
下
孝

運

上
往
者
上
乎
守
理

夜
之
守
日
之
守
爾
守
奉
斎
蠡

」
と
あ
ゑ

八

衢
比
古

・
八
衢
比
売

・
久
那
斗
の
神
を
祀
る
の
は
、
根

の
国

・
底

の
国
よ
り
麁
び
疎
び
来
る
物
を
夜
も
昼
も
守
れ
と
祈

る
た
め
で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
祝
詞
で
は
、
幣
帛
を
奉
る
の
は
黄
泉
国
か
ら
来
る
鬼
魅
を
防
ぐ
八
衢
比
古

・
八
衢
比
売

・
久
那
斗

の
三
神

で
あ

っ
て
、
鬼
魅

は
饗

え
の
対
象
に
な

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

笹
生
衛
氏
は

「道
饗
祭
に
お
け
る
鬼
魅

(
疫
神
)
観
は
、
饗
応
の
対
象
か
ら
八
衢
比
古
以
下

の
諸
神

に
防
禦
さ
れ
る
存
在

へ
と
変
化
し

　
ム
　

て
い
る
」
と
言

い
、
こ
う
し
た
疫
神
観

の
変
質
は
す
で
に
八
世
紀
末
に
は
始
ま

っ
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
、

『延
喜
式
』

の
道
饗
祭
祝

　
お
　

詞

は

『
令
義
解
』
撰
上

の
天
長
十
年

(
八
三
三
)
以
後
に
改
作
さ
れ
た
と
見
る
三
宅
和
朗
氏
の
所
説
に
従
え
ば
、
も
う
少
し
時
期
を
遅
ら

せ
る
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
私

は
、
疫
神
観

の
変
質
と
い
う
よ
り
も
、

「
疫
神
祭
」
の
変
容
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
祭
祀

の
主
体
が
鬼
魅
そ
の
も

の
か
ら
、
鬼
魅
を
防
御
す
る
チ
マ
タ

・
ク
ナ
ド
の
神

へ
と
移
り
、
祭
祀
の
方
法
が

「饗
遏
」
か
ら

「
防
遏
」

へ
と

変
じ
た
の
で
あ
る
。
鬼
魅

は
異
界
か
ら
訪
れ
る
も

の
と
考
え
る
疫
神
観
は
相
変
わ
ら
ず
、
境
界
や
道
の
岐
路
に
立
ち
悪
霊

.
邪
気
を
遮
る

サ

エ
の
神
が
疫
神
を
防
遏
す
る
役
目
を
担
わ
さ
れ
、
前
面

に
押
し
出
さ
れ
て
来
た
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
チ
マ
タ

・
ク
ナ
　
が
　

ド
な
ど
伝
統
的
な
サ
エ
の
神
よ
り
強
烈
な
力
を
も
つ
神
が
要
請
さ
れ
て
当
然

で
あ

る
。

大
儺
に
お
い
て
陰
陽
師
が
読

む
宣
命
体

の
祭
文



に
、

大
宮
内
爾
神
祗
官
宮
主
能
伊
波
比
奉
里
敬
奉
留
天
地
能
諸
御
神
等
波
、

平
久
於
太
比
爾
伊
麻
佐
布
倍
志
登
申
、
事

別
琢
詔
久
、
穢
悪
伎
疫

鬼
能
所
所
村
螽

整

隠
麺

、
重

之
外

四
方
之
興

東
方
陸
果

西
方
遠
値
裹

南
方
土
佐

北
方
佐
叢

乎
知
能
所
モ

奈

牟
多
知
疫
鬼
之
住
動
定
賜
比
行
賜
玩
、
五
色
宝
物
、
海
山
能
種
種
味
物
乎
給
氏
、
罷
賜
移
賜
布
所
所
方
方
璽

急
爾
罷
往
登
追
給
登
詔
爾
、

挾
姦
心
琢
留
里
加
久
良
波
、

大
儺
公
馬
小
儺
公
、
持
五
兵
氏
追
走
刑
殺
物
號
聞
食
登
詔
、

と
あ
瀚
αψ
穢
く
悪
し
き
疫
鬼
が
所
々
村

々
に
蔵
ま
り
隠
れ
る
を
ば
、
千
里
の
外

・
阻
方
の
堺

(東
は
陸
奥
、
西
は
遠
値
嘉
、
南
は
土
佐
隔

北

は
佐
渡
Y
よ
り
遠
き
所
を
疫
鬼
の
住
処
と
定
め
、
五
色
の
宝
物

・
海
山

の
味
物
を
給
り
て
急
ぎ
追
い
や
り
、
も
し
疫
鬼
が
姦
心
を
挾
み

留
ま
り
隠
れ
る
な
ら
、
、大
儺
公

・
小
儺
公
が
五
兵
を
持

っ
て
追
走
し
刑
殺
す
る
、
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
饗
遏

.
防
遏

の
祭
儀
は
疫
神

.
鬼

魅

の
追
却
を
意
図
し
た
が
、
所
詮
は
個
々
の
共
同
体
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
こ
こ
に
疫
鬼
を
日
本
の
国
外

に
追
い
出
す
祭
儀
と
、

疫
鬼

を
追
走

・
刑
殺
す
る
大
儺
公

(方
相
氏
)
な
る
陰
陽
道
の
カ
、・・
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「疫
神
祭
」
は
行
疫
の
鬼
神
を
祀
る
祭
儀
か
ら
、
行
疫

の
鬼
神
を
防
御
し
追
放
し
刑
殺
す
る
カ
、、、
を
祀
る
祭
儀

へ
と
展
開

し

た
。
し
か
し
、

道
饗
祭
で
あ
れ
大
儺
で
あ
れ
、

行
疫

の
鬼
神
を

「麁
備
疎
備
来
物
」

「穢
悪
伎
疫
鬼
」、

す
な
わ
ち
為
体

の
知
れ
な
い

も

の
と
捉
え
、
従
来

の
疫
神
観
か
ら
少
し
も
脱
却
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
へ
新
し
く
出
現
す
る
の
が
疫
神
を
御
霊
と
観
念
し
、
御

霊

を
祀
る
祭
儀

で
あ
る
。
御
霊
会

は

「疫
神
祭
」
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
変
容
せ
し
め
た
。
貞
観
五
年

(
八
六
三
)
五
月
二
十
日
の
神
泉
苑
御
霊

会

は
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
朝
廷
が
御
霊
会
を
営
む
こ
と
な
く
史
料
的
に
や
や
孤
立
し
て
い
る
が
、

「疫
神
祭
」
た
る
御
霊
会
の
本
質
を
理

解

す
る
上

で
、
、
『
三
代
実
録
』
の
同
日
条
後
半
の
記
事

は
見
逃
せ
な
い
。
今
そ
の
要
点
を
挙
げ
る
と
、

-

(
一
)
御
霊
と
は
祟
り
を
な
す
冤
魂
の
こ
と
で
か
近
年

に
疫
病
が
頻
発
し
て
多
く
死
亡
す
る
の
は
、
こ
の
御
霊
の
し
わ
ざ
で
あ
る
。

(
二
)
疫
病
は
京
畿

か
ら
発
生
し
、
畿
外

の
諸
国
に
ま
で
蔓
延
す
る
の
で
、
毎
年
夏
秋

の
こ
ろ
に
御
霊
会
を
修
し
て
い
る
。

(
三
)
御
霊
会
に
は
或
い
は
礼
仏
説
経
し
、
或

い
は
歌
舞
す
る
。
ま
た
演
劇

.
相
撲

.
騎
射
な
ど

の
歓
を
尽
く
す
。

こ
れ
は
す
で
に
民
間

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

=
二
七



一
三
八

習

俗

と

な

っ
て

い

る
。

-

　
が
　

と
な
る
。
九
世
紀
中
ご
ろ
の
京
畿

の
民
間
で
は
、
疫
病
の
原
因
を
冤
魂
の
崇
り
に
あ
る
と
考
え
、
そ
の
冤
魂
を
慰
撫
す
る
御
霊
会
が
行
わ

れ
て
い
た
。
御
霊
は
祟
り
を
な
す

の
で
、
歌
舞

・
相
撲

・
騎
射
な
ど
の
歓
楽
に
よ

っ
て
慰
撫
す
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
考
え

は
、
御
霊
に
対
し
て
人
格
神
の
観
念
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
行
疫

の
鬼
神
を
御
霊
と
見
な
す

こ
と
で
、
防
御
し

追
却
す
べ
き
対
象
で
は
な
く
、
慰
和
す
べ
き
対
象
に
転
化
し
、
こ
こ
に
初
め
て
疫
神
が
人
格
神
と
な
る
思
想
的
経
路

が
開
か
れ
た
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
疫
神
の
人
格
神
化
が

一
挙
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

一
部
の
宗
教
者
の
間
で
急
速

に
展
開
し
た
に
せ
よ
、

伝
統
的
な
宗
教
意
識
に
と
ら
わ
れ
る
人
々
に
あ
つ
て
は
旧
来
の
疫
神
観
が
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
。
だ
が
、
疫
神
と
し
て
の

御
霊

へ
の
信
仰
が
高
ま
る
に
従

っ
て
、
御
霊
の
神
格
化
が
進
み
、
獄
卒
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
牛
頭
天
王
の
ご
と
き
特
定

の
カ
ミ
を
祀
る
も
の

が
出
現
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
な
い
。

-

六

随
分
と
遠
回
り
し
た
が
、
今
堀
氏
の
所
論
に
戻
ろ
う
。
氏
は
、
祗
園
天
神
堂
の
祭
神
は
創
建
当
初
か
ら
牛
頭
天
王

で
あ

っ
た
か
と
疑
義

を
発

し
、
次

の
よ
う
に
言
う
。

『
廿
二
社
註
式
』
で
は
、
天
禄
元
年

(九
七
〇
)
に
初
め
て
祗
園
社
で
御
霊
会
を
修
し
た
と
さ
れ
る
が
、
祗
園
社
に
お
い
て
御
霊
会

が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
紫
野

・
船
岡
な
ど
の
御
霊
会
に
遅
れ
て
で
あ
る
。
祗
園
天
神
堂
と
よ
ば
れ
た
時
代

に
御

霊
会
が
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
わ
た
し
は
、

「寺
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
時
代
の
祗
園
天
神
堂

に
お
い
て
は
、
御

霊
会
は
修
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
し
、
祭
神
も
牛
頭
天
王
で
は
な
か

っ
た
と
推
察
し
て
い
る
。

そ
れ
が
い
つ
し
か
祗
園
御
霊
会
の
展
開
の
な
か
で
、
天
神
と
は
牛
頭
天
王
の
こ
と
だ
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

「疫
病
」
、
こ
と
に

「
モ
ガ
サ
」
は
異
国
の
病
と
さ
れ
た
。

疫
病
を
攘
除
す
る
た
め
の
御
霊
会
に
お
い
て
は
、

そ
の
祭
神

は
日
本



の
神
で
あ
る
よ
り
異
国
の
神
で
あ

っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
う
で
な
げ
れ
ば
、
異
国
の
鬼
神
が
原
因
の
流
行
病
は
御
霊
会
で
は
攘
除
で

き
な
い
。
祭
神
が
異
国
の
牛
頭
天
王
と
さ
れ
る
こ
と
と
、
御
霊
会
が
祗
園
社
で
恒
例

の
祭
祀
と
な
り
年
中
行
事
化
し
盛
大
に
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
時
期
と
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
堀
氏

の
考
え
で
は
、
祗
園
社
の
祭
神
が

「天
神
」
か
ら

「牛
頭
天
王
」
に
な
る
の
は
十

一
世
紀
以
後

の
こ
と
で
、
さ
ら
に
牛
頭
天
王

と
蘇
民
将
来

の
話
が
結
び

つ
く

の
は
十
三
世
紀
も
末
の
よ
う
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
祗
園
天
神
堂
と
よ
ば
れ
、

「寺
」
と
み
な
さ
れ
て
い

た
時
代

に
は
御
霊
会
も
修
さ
れ
ず
、
祭
神
も
牛
頭
天
王
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
。
反
論
の
ま
ず
第

一
は
、

『
二
十
二
社
註
式
』
が
祗
園
社

御
霊
会

の
始
ま
り
を
天
禄
元
年
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
す
で
に
柴
田
実
氏
は

「延
長
も
し
く
は
承
平
に
円
如
が
祗
園

天
神
堂

(御
霊
堂
)

を
造

っ
て
以
来
、

こ
の
年
ま
で
御
霊
会
は
行
な
わ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
が
た
い
と
す
れ
ぽ
、
こ
の
記
事

は
あ
る
い
は
察

と
し
て
の
鑾

会
の
起
こ
り
を
隻

た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
饅

と
襞

し
・
柴
田
説
は
広
く
支
讐

れ
て
い
華

『本
朝
世
紀
』
長
保
元
年

(九
九
九
)
六
月
十
四
日
条
に

「今
日
祗
園
天
神
会
也
」
と
見
え
、
御
霊
会
の
名

で
現
れ
な
い
こ
と
を
も

っ
て
、

今
堀

氏
は
自
説
の
傍
証

に
使

い
た
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

こ
の
天
神
会
は
、
長
和
二
年

(
一
〇

二
二
)
六
月
十
四
目
条
の

「今
日
祗
園
御

霊

会
」
の
記
事
と
比
較
す
る
と
・
替

や
風
流

の
点
か
ら
同
蔡

礼
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
麓

そ
こ
で
、
祗
園
御
霊
会
の
開
始
を
天
禄
元

年

は
お
ろ
か
十

一
世
紀
以
後
ま
で
下
げ
る
今
堀
説
に
は
従
い
が
た
い
。

第
二
に
、
祗
園
は
当
初
か
ら

「社
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
私

に
は
、

「『
寺
』
と
み
な
さ
れ
て
い
た
時
代
の
祗
園
天
神
堂
」

云

々
は
認
め
が
た
い
。

祗
園
天
神
堂
と
よ
ぽ
れ
た
時
代
の
祭
神
は

「祗
園
天
神
」
で
、

祗
園
社
と
よ
ば

れ

る
時
代

の
祭
神
は

「牛
頭
天

王
」
で
あ
る
と
の
仕
切
り
は
、

一
見
す
る
と
史
料
に
忠
実
な
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
祭
神
が
牛
頭
天
王
に
な

っ
た
と
い
う
十
二
世
紀
以

後

に
あ

っ
て
も
・

例
え
ば
久
安
三
年
の
祗
園
社
奉
幣
使

の
宣
命

に

「天
皇
我
詔
旨
止
掛
畏
支
祗
薗
天
神
乃
広
前
爾
恐
美
恐
美
毛
申
賜
厳
久
申
㍉

(中
略
)
天
神
此
状
遠
平
久
安
久
聞
集

無
為
無
事
馨

有
給
竜

麋

111年

C
1
111四
四
)
の
祗
園
社
奉
幣
使
の
宣
命
に

昊

皇
我
詔

旨
止
掛
畏
幾
祗
園
天
神
乃
広
前
爾
恐
美
恐
美
毛
申
給
磁
久
申
冬

尊
神
者
垂
霊
跡
於
洛
東
礼
天
.
振
冥
威
於
海
内
比
給
布
、

(中
略
)
掛
畏
天
神

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

二
二
九



一
四
〇

　お
　

此
状
遠
平
久
聞
食
天
、
無
事
故
灘
納
受
給
弖
L
と
あ
ゆ
別
牛
頭
天
王
に
対
し
て
祗
園
天
神
と
呼
び
か
げ
て
い
る
。
今
堀

氏
は
、
祗
園
天
神
堂

を

「仏
法
と
の
関
係
で
建
立
さ
れ
だ
堂
」
と
だ
け
説
明
し
、
祗
園
天
神
の
神
格
に
関
し
て
何
ら
説
明
を
加
え
て
い
な

い
が
、
少
な
く
と
も

祗
園
天
神
と

「異
国

の
牛
頭
天
王
」
之
は
異
種
の
力
黛、
乏
碇
・X
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
異
種
の
カ
ミ
と
見
た
場
合
か

前
引

の
盧
命

の
よ
う

葦

頭
奎

に
慰

て
瑙

天
神
と
称
す
る
.芝

は
あ
り
え
な
い
.

,

・-

・

-

今
堀
氏
が

「『
牛
頭
天
皇
』
が
登
場
す
ゐ
文
漱
上
竜

っ
と
も
初
期

の
例
」
乏
い
う

『本
朝
世
紀
』

久
安
四
年

(
=

四
八
)

三
月
二
十

九

日
条
は
、

、

ー

サ

、

未
剋
、
火
自
三
条
末
河
原
辺
小
屋
出
来
、
焼
失
数
百
烟
、
延
焼
祗
園
宝
殿
井
三
面
廻
廊
舞
殿
南
門
、
尤
足
驚
歎
、
寺
僧
纔
奉
出
御
躰
、

、
安
置
南
門
外
云
々
、
依
此
事
、
今
夜
雖
可
有
仗
儀
、
諸
卿
於
摂
政
直
廬
定
申
大
略
事
等
、
拙早
氷
祚
大
風
之
時
、
宝
殿

一
宇
顛
倒
、
見

局
記
了
、
其
後
延
久
二
年
十
月
十
四
日
、
寺
家
別
当
安
誉
雇
鍛
冶
令
作
釘
之
間
、
火
出
来
焼
失
宝
殿
井
飲
舎
屋
、
牛
頭
天
皇
御
足
焼

損
、
蛇
毒
気
神
焼
失
了
、
今
度
奉
出
御
躰
、
'尤
可
謂
希
夷
、

と
あ

る
。
こ
の
記
事

の
中
で
牛
頭
天
王
像

に
言
及
す
る
の
は
、
延
久
二
年

(
一
〇
七
〇
)

の
火
災
に
関
し
て
で
あ
る
。
久
安
四
年
三
月
二

十
九
日
、
三
条
河
原
か
ら
出
火
し
、
祗
園
社
の
宝
殿
等
に
延
焼
し
た
。
祗
園
社

の
被
害
状
況
や
修
造
な
ど
を
諸
卿
が
議
定
し
た
際
に
、
外

記

に
先
例
を
勘
ぜ
し
め
て
い
る
の
で
、

「其
後
延
久
二
年
十
月
十
四
日
」
か
ら

「牛
頭
天
皇
御
足
焼
損
、
蛇
毒
気
神
焼
失
了
」
ま
で
は
、

そ

の
と
き
提
出
さ
れ
た
勘
文
を
抄
記
し
た
の
で
は
な
い
か
。
承
久
二
年

(
一
二
二
〇
)
四
月
十
四
日
に
も
祗
園
社

は
焼

け

た
が
許

『
玉

蘂
』
同
日
条

に
外
記
勘
例
と
し
て
、

、
祗
園
社
焼
亡
例
事

(二
)

(十
月
)

延
久
口
年
口
口
十
四
日
、
辛
未
、
戌
剋
、
感
神
院
榊
地
焼
亡
、
牛
頭
天
王
御
足
焼
損
、
八
王
子
御
躰
并
蛇
毒
気
神
大
将
軍
御
躰
同
焼

(生
)

亡
、
廿
七
目
、
甲
戌
、
差
遣
左
少
史
紀
重
倫
井
左
史
丞
上
村
主
重
邦
等
、
於
祗
園
社
、
被
実
検
焼
亡
事
宀
官
使
検
注
云
、
焼
亡
子
細

尋
問
寺
家
所
司
之
処
、
申
悉
、
御
殿
未
申
方
在
本
堂
、
於
彼
堂
辰
巳
角
、
別
当
安
誉
居
鍛
冶
工
令
造
釘
之
問
、
切
林
木
焼
炭
積
置
彼



(得
)

堂
之
間
、
去
十
四
日
夜
戌
剋
程
、
件
炭
中
猛
火
出
来
、
本
堂
焼
亡
、
及
于
宝
殿
、
別
当
安
誉
并
僧
等
、

(中
略
)
僅
随
捜
待
八
王
子

一
躰
奉
取
出
之
程
、
安
誉
身
焼
損
h

(中
略
)
宝
殿
井
堂
塔
、
皆
悉
焼
亡
之
後
、
上
下
諸
人
各
汲
水
銷
御
所
火
、
奉
求
御
躰
之
処
、

被
埋
大
墾

頭
羹

墓

梨
女
御
躰
御
摩

(中
略
)
但
左
右
御
足
焼
損
績

各
禦

六
尺
余
計
麌

八
王
子
三
躰
質

焼
揖

同
所

御
座
也
、
御
長
三
尺
計
、

(中
略
)
其
残
八
王
子
四
躰
、
蛇
毒
気
神
、
大
将
軍
御
躰
等
皆
悉
焼
失
畢
云
々
、

と
み

る
。

ご
の
祗
園
社
焼
亡
勘
例
か
ら
、

延
久
二
年
火
災
の
時
点
に
お
い
て
、

祗
園
社
で
祀
ら
れ
て
い
た
神
像

は
、

牛
頭
天
王

.
婆
梨

女

・
八
王
子
の
ほ
か
、
蛇
毒
気
神

・
大
将
軍
な
ど
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
・
な
お
、

同
勘
例
に

「
(
延
久
三
年
八
月
)

廿
五
日
、
丁
丑
、
寅
剋
、
祗
園
天
神
奉
遷
新
造
神
殿
」
と
あ

っ
て
、
祭
神
の
牛
頭
天
王
を
祗
園
天
神
と
称
し
て
い
る
。

さ
ら
に
牛
頭
天
王
を
追

っ
て
遡
る
な
ら
、

『
二
十
二
社
註
式
』
所
引

の
承
平
五
年

(九
三
五
)
官
符
に
た
ど
り
つ
く
。
承
平
五
年
σ
時

点
で
観
慶
寺

の
神
殿
五
問
檜
皮
葺

一
宇
に
天
神

・
婆
利
女

・
八
王
子
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

私

は
前
稿
で

「『
天
神
』

と
は
い
か
な
る
神
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

『天
神

・
婆
利
女

・
八
王
子
』
の
天
神
と
な
れ
ば
、
牛
頭
天
王
よ
り
以
外

に
は
考
え
ら
れ
な

い
」

と
述
べ
た
。
と
こ
ろ

が
、
今
堀
氏

は
こ
の
承
平
五
年
官
符
に
対
し
て
何
の
考
察
も
加
え
て
い
な
い
。
信
ず

る
に
堪
え
な
い
史
料
で
あ
る
と

い
う
の
な
ら
、
そ
の

こ
と
を
論
証
し
な
け
れ
ぽ
、
研
究
者
と
し
て
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
。

　ぬ
　

私

は
、
祗
園
社

の
創
祀
か
ら
祭
神

は
牛
頭
天
王
で
あ

っ
て
、
そ
の
牛
頭
天
王
を
祗
園
天
神
と
称
し
た
と
考
え
て
い
る
。
観
慶
寺
の
中

に

神
殿

を
建

て
、
祗
園
精
舎

の
守
護
神
と
言

い
伝
え
る
牛
頭
天
王
を
疫
神
と
し
て
祀
り
、
祗
園
天
神
と
い
う
新
奇
な
ー

仏
教
的
力
、、、
の
1
名

を
佇
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
神
道
史
の
大
家
西
田
長
男
氏
は
、

こ
の
官
符
の
発
ぜ
ら
れ
た
承
平
五
年

は
、
祗
園
社
が
創
立
せ
ら
れ
た

「
貞
観
年
中
」
若
し
く
は

「貞
観
十
八
年
」
か
ら
は
、
ほ
ぼ
八

十
年
ば
か
り
の
長
年
月
を
経
過
し
て
い
る
。
随

っ
て
、
は
た
し
て
創
立
の
当
初
か
ら
、
か
く
牛
頭
天
王
を
祭
神

と
し
て
奉
祀
し
て
い

た
か
ど
う
か
は
疑
え
ば
疑
い
得
ら
れ
な
く
も
な
か
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
祗
園
社
の
そ
の
後

に
お
け
る
発
展

の
歴
史
的
経
過
よ
り
帰
納

し
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
よ
り
肯
定
し
た
ほ
う
が
は
る
か
に
真
に
近
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
ろ
う
。

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

一
四

一



一
四
二

　
お
　

と
述
べ
て
い
る
。
今
堀
氏
に
捧
げ
た
い
言
葉
で
あ
る
。

七

本
稿

の
目
的

は
冒
頭
で
も
断

っ
た
が
、
祗
園
社
と
牛
頭
天
王
に
関
す
る
私
見
を
補
強
す
る
こ
と
に
あ

っ
て
、
今
堀
氏

の
論
考

に
全
面
的

に
反
駁
す
る
も

の
で
は
な
い
。
氏
の
論
文
は
論
点
が
多
岐
に
わ
た
る
労
作
で
あ

っ
て
、
私
が
本
稿
で
批
判
し
た
点
は
ご
く
わ
ず
か
な
部
分

に
過
ぎ
ず
、
た
と
え
私
の
意
見
が
大
方
の
支
持
を
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
氏
の
論
文
に
与
え
ら
れ
る
評
価
を
何
ら
損
な
う
も
の
で
な
い
。

今
堀
氏
が
力
説
さ
れ
る
牛
頭
天
王
の
縁
起
と
蘇
民
将
来
の
呪
符
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
紙
数
を
浪
費
し
す
ぎ
た
の
で
、
別
の

機
会

を
得
て
論
じ
た
く
思
う
。

註(
1
)

『
仏
教
史
学
研
究
』

三
六
ー
二
。

(
2
)

鬼
気
祭

は

『
三
代
実
録
』
貞
観
九
年
正
月

二
十
六
日
条

に

「神
祗

官
陰
陽
寮

言
、
天
下
可
憂
疫
癘

、
由
是
、
令

五
畿

七
道
諸
国
、
転
読

仁
王
般
若
経

、
并
脩
鬼
気
祭
」

と
あ

る
の
が
初
出
。

こ
の
時

は
大
祓

を
行
な

っ
て
い
な
い
。

(
3
)

『
吾
妻
鏡
』
寛
元

二
年
四
月
二
十

六
目
条
。

(
4
)

岡
田
荘
司

「
陰
陽
道
祭

祀
の
成
立
と
展
開
」

『
国
学
院
大
学
日
本

文
化

研
究
所
紀
要
』
五
四
。

(
5
)

『
儀
式
』
巻

一
〇

(
十

二

月

大
儺
儀
)

や

『
延
.喜

式
』
巻

一
六

(
陰
陽
道
)
な
ど

に
よ
る
と
、
陰
陽
師
が
読

む
祭
文

(
呪
文
)

は
音

読
漢
文
体
と
和
文
宣
命
体
と

か
ら
成
る
。
岡

田
荘
司
氏
は
前
掲
論
文

注
(
23
)
に
お
い
て
、

「神
祗
官
宮
主

の
奉
斎
す

る
諸
神

を
対
象

に
陰

陽
師

の
祭
文
が
奏

せ
ら
れ
て

い
る
こ
と

は
、
陰
陽
師
と
神
祗
官

の
ト

部
か
ら
選
定
さ
れ

る
宮
主
と
の
間

に
、
共
通
性
の
あ

る
こ
と
を
窺

い

知
る

こ
と
が

で
き
よ
う
」

と
い
う
。
し
か
し
、
私

は
神
祗
官
宮
主
の

奉
斎
す
る
諸
神
お
よ
び

「
疫
鬼
」
を
対
象

に
陰
陽
師
が
読
む
宣
命
体

の
祭
文

こ
そ
が
、
陰

陽
道

の
追
儺

に
神
祗
祭

祀
を
取
り
込

ん
だ
痕
跡

で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

(
6
)

問
題

は
二
つ
あ
る
と
思
う
。

一
つ
は
神
前
読
経

の
意
味

、
も
う

一

つ
は
神
社
が

「
仏
法

の
場
」
と
し
て
最
適

・
最
高

で
あ

っ
た
と

い
う

見
解

で
あ

る
。
今

堀
氏

は
、
神
前
読
経

の
意
味

に
つ
い
て
、

「
こ
れ

ら
の
宣
旨
を
読

む
か
ぎ

り
、
神
社

の
社
頭

で
の
仏
教
経
典
読
誦

に
さ

い
し
て
、
祭
神

に
三
宝

の
冥
助
を
応
援

し
て
も
ら
う
と
い

っ
た
記
載

が
思

い
の
ほ
か
少
な

い
」
と

い
う
。

わ
ず

か
三
点
の
史
料

か
ら

こ
の

よ
う

に
帰

納
す

る
こ
と
自
体

あ
ま
り
好
ま
し
く
な

い
が
、

「
祭
神

に



三
宝

の
冥
助

を
応
援

し
て
も
ら
う
L

云
々
は
、
㈲
官

宣
旨

の

「
右
去

冬
以
来
、
疫
疾
滋
起

、
夭
死
之
者
、
多
有
其
聞
、
仍
種
々
祈
薦
、

一

々
勤
修
、
三
宝
之
冥
助
難
及
、

一
天
之
病
患
未
除
矣
」
を
指
し
て
い

る
よ
う

で
あ

る
が
、

こ

こ

は

「
去

冬

以

来

、
疫
疾
ま
す

ま
す
起

こ

り
、
夭
死
す

る
者
が
多

い
と
聞
く
。
そ

こ
で
種

々
に
祈
薦
し
、

一
々

に
勤
修
す
れ
ど
も
、
三
宝
の
冥
助
も
及
び
難
く
、
冒天
下

の
病

患
は
未

だ
除
か
れ
な

い
」
と
訳
す

べ
き

で
あ
る
。
三
宝

(
ホ
ト
ケ
)

の
冥
助

も
及
び
難

い
の
で
、
諸

社
の
神
祗

(
カ
ミ
)
の
力

を
仰
ぐ
と

い
う
趣

旨
で
あ
る
。
㈹
官
宣
旨
に
は

「
転
災
禍
者
無

先
仏
法
、
τ
生
福
祚
亦
在

崇
神

明
、

(
中
略
)
故
占
霊
社
之
砌
、
敬
講
護
国
之
教
、
冥
助
之

不

疑
、
感

応
豈
其
虚
哉
」
と
言
う
。

こ
こ
の

「
冥
助
」

は
神
明

の
冥
助

で
あ

っ
て
、
護
国

の
経
典
を
講
ず

る

(
仏
法
を
神
明

に
手
向
け
る
ソ

こ
と
で
神
明
が
感
応
し
、
疾

疫
を
退
散
さ

せ
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
疇

し
た

の
で
あ

る
。
神
前
読
経
や
神
分
得
度

の
意
図
は
、
仏
教
的
善

業

を
施
す

こ
と
で
神

の
威
力
を

増

加

さ

せ

る

こ
と
に
あ

っ
た

(
拙
稿

「
平
安
初
期

の
神
仏
関
係
」
菊
地
康
明
編

≒
律
令
制
祭
祀
論
考
』
所

収
を
参
照
)
。

し

た

が

っ
て
神
前
読
経
が

「
祭
神

に
三
宝

の
冥
助

を

応
援
し
て
も

ら
う
」

こ
と
を
意

図
し
た
と

は
到
底
考

え
ら
れ
な

い
。

つ
ぎ

に

「神
社
が

『
仏
法

の
場
』
と
し

て
最
適
で
あ

っ
た
」

「
明
治

維
新

の
神
仏
分
離

ま
で
、
神

社
が

な
に
ゆ
え

に
最
高

の
仏
法

の
場
で

あ

り
つ
づ
け
た
の
で
あ

ろ
う
か
」

の
文
章

に
接
す
る
と
、
私

は
直
ち

に
、
そ
れ
で
は
寺
院

は
仏
法

の
場
と
し
て
神
社
よ
り
も
劣

る
の
で
あ

ろ
う

か
、
顕
密
諸
宗

の
諸
大
寺

に
お
け

る
様

々
の
仏
事
法
要

は

一
体

何

の
価
値
を
も

つ
の
か
、
と
反
問

し
た
く
な

る
。
本
地
垂
迹
思
想
が

普
及
す
る
中
世

の
神
祗
信
仰
史

に
お
い
て
、
神

社
が
仏
法

の
場
と
し

て
最
適

・
最
高

で
あ

っ
た

こ
と
が

周
知

の
事
実
な

の
か
、
あ

る
い
は

今
堀
氏
が
他

の
論
文
等

で
論
証
ず

み
な
の
か
は
、
私

の
不
明

に
し
て

知
ら
な

い
所
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
平
安
中
期

に
お

い
て
神
社
が

仏
法

の
場
と
し
て
最
適

・
最
高
で
あ

っ
た
と
断
定

で
き
な
い
。
さ
ら

に

「
末
法

の
時
代
に
神
社
が

『
仏
法

の
場
』
と
し

て
活
性
化
す

る
」

と
い
う
文
章

に
至

っ
て
は
余
程

の
注
記
が

必
要

で
、
平
安
中
期
以
前

に
お
け

る
神
社
の
役
割

や
神
祗
信
仰

の
実
体
を
踏
ま
え
ず

し
て
、
軽

々
に
論
ず
べ
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。

(
7
)

『
群
書
解
題
』
第

六

(
神
祗
部
)
。
・

(
8
)

久
保

田
収

「祗
園
社

の
創
祀
」

(
同

『
八
坂

神

社

の
研

究
』
所

収
)
。

(
9
)

福
山
敏
男

「
八
坂
神
社
本
殿

の
形
式
」

(
同

『
日
本
建
築
史

の
研

究
』
所
収
)
。

(
10
)

『
国
史
大
辞
典
』

1
。

(
11
)

『平
安
遺
文
』
第
四

一
四
五
号
文
書
。

(
12
)

『
八
坂
神
社
記
録
』
二

(
『
増
補
続
史
料
大
成
』

44
)
。

(
13
)

寛
平

五
年
閏
五
月
十
八
日
の
臨
時
仁

王
会

の
呪
願
文

は
菅
原
道
真

の
草
す

る
所

で
、

『
菅
家
文
草
』
第

=

一
(
呪
願
文
)

に

「
去
歳
有

疫
、
往

々
言
上
、

今
年
痛
甚

、

家

々
病
死
、

城
外
城
中
、

累
旬
累

月
」
と
あ

っ
て
、
前
年

の
寛
平
四
年

か
ら
流
行
し
て

い
た
こ
と
が
分

か
る
。

こ
の
後
、

『
日
本
紀
略
』
昌

泰

元

年

三
月

二
十

八
日
条

に

「
為
消
疫
癘

、
於
十

五
大
寺
、
限

三
箇

日
、
転
読
金
剛
般
若
経

一
万

巻
、
天
下
潔
斎
」
、
四
月
十
三

日
条
に

「為
消
京
中
外
国
疫
癘

、
遣
使

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

一
四
三



於
八
社
奉
幣
」
、
・『
扶
桑
略
記
』
同
年

六
月

二
十
六
日
条

に

「
為
銷

疫

癘
、
有
臨
時
仁
王
会
」
と
見

え
、
疫
癘
流
行
の
記
事

は
頻
出
す
る
。

(
14
)

『類

聚
符
宣
抄
』
第
三

(
疾
疫
)
所
収
寛
仁

元
年

五
月

二
十
五
日

官
宣
旨
。

」

(
15
)

検

索
漏
れ
も
あ

ろ
う
が
、
左
記

の
二
二
例
で
大
体

の
傾
向

は
窺

え

る
と
思
う
。

①
昌
泰
元

・
5

・
1

「
又
召
官
寮
御
卜
不
雨
由

、
又
為
祈
甘
雨
、
於

七
社
、
以
名
僧
令
読
金
剛
般
若
経
」

(
『
扶
桑
略
記
』
)

(旱
力
)

5

・
4

「是

日
因
畢
使
僧
綱
智
行
僧
等
大
名
神
社

、
令

読
金
剛
般
若
経
」

(
『
祈
雨
記
』
)

5

・
17

「左
大
将
藤
原
朝

臣
奏

馬
依
不
雨
、
令

僧
綱
等

於
八
幡
賀
茂
上
下
稲
荷
松

尾
春

目
住
吉
等
名
神

、
所
為

読
経
巻
数

、
又
依
不
雨
、
興
福
寺
読
経
巻
数
等
」

(同
)

②

延
喜

2

・
6

・
17

「祈
雨
山
陵
使

、
同
目
、
五
龍
祭

、
同
於
十
社

読
経
、
又
於
十

五
大
寺
延
暦
寺
読
経
」
(
『
目
本
紀
略
』
)

③

延
喜

6

.
5

.
27

「左
大
臣
以
下
就

陣
、
於
十
社
可
転
読
仁
王
経

之
由
被
定

、
為
祈
時
気
年
穀
也
」

(
『
扶
桑
略
記
』
)

④
延
喜

9

・
5

・
10

「
諸
卿
就
陣
為
祈
疾
疫
、
於
諸

寺
諸
社

、
限

三

日
、

可
読
仁
王
経
之
由
給
宣
旨
、

定
十
二
所
」

(
『
扶

桑
略
記
』
)

⑤
延
喜

12

・
5

・
5

「
節
会
、
名
社
丼
十

五
大
寺
、
読
仁

王
経
、
祈

疾
疫
事
」

(
『
日
本
紀
略
』
)

⑥
延
喜

15

・
4

・
12

「
三
箇
日
、
於
十

一
社
、
令
読
仁

王
経
、
祈
諸

国
京
師
疫
」

(
『
扶
桑
略
記
』
)

一
四
四

9

・
器

「
定
諸
社
諸

寺
仁

玉
経
読
経
事

、
三
箇

飼
、
為

祈
京
中
諸
国
疱
瘡
赤

痢
病
也
」

(
同
)

⑦
延
喜

19

・
6

・
14

「
被
定
始
自
今
月
十

七

日

至

十

九

目
三
箇
日

間

、
為
祈
雨
、
諸

社

褂

一
可
修
読
経
之
由
」
べ
『
扶
桑
略

記
』
)

⑧
延
喜

22

・
5

・
29

「
依
京
中
病
死

、
於
十

一
社
、
請
僧
十

口
、
自

、
今

日
三
箇

日
.
可
読
仁

王
経
之

由

被

定
」

(
『
扶
桑
略

記
』
)

-

⑨
延
長
3

・
6

・
13

「
又
被
定
諸
社
御
読
経
事

、
依
祈
雨
也
」
(
『扶

桑
略
記
』
)

⑩
承
平
元

・
6

・
4

「京

辺
七
社
遣
名
僧
、
始
自
今

日
三
箇
日
、
読

経
奉
拝
、

令
祈
御
息
災
、

虹
立
承
明
門
下
」

(
『貞
信

公
記
抄
』
)

⑪

天
慶
元

・
7

・
3

「今

日
於
諸
寺
諸
社
、
被

下
可
奉
読
仁
王
経

一

万
部
宣
旨

、
是
依
地
震
未
休
也
融
険
知
孤

元
慶
寺
十
口

醍
醐
寺
十
口

勧
修
寺
十
口

神
護
寺
十
口

禅
林
寺
十
口

常
住
寺
十
口

仁
和
寺
十
口

法
性
寺
十
口

海
印
寺
十
口

極
楽
寺
十
口

安
祥
寺
十
口

石
清
水
十
口

賀
茂
上
社
十
口
鞭
覊
燈
口

同
下
社
十
口
蕨
轍
か
口

平
野
社
十
口
破
鞣
瞬
口

松
尾
社
十
口
鞭
糊
燵
口

稲
荷
社
十
口
磯
轅
燐
口

大
原
野
社
十
口
破
鞴
蠍
口



広
隆
寺
十

口

感
神

院
十
口
鞭
鞴
燃
口

大
屋
寺
十

口
鞭
鞴
螺
口

右
坤
元
乖
例
、
震
動
未
休
、
求
之
旧
記

、
訪
之
卜
筮
、

絳
闕
之
下
、
変
異

難
量

、
丹
塚
之
問
、
咎
徴

可
慎
、
夫

以
仁

王
般
若
者
、
護
国
之
防
禦
、
済

世
之
神
符
也
、
紫

微
宮
中
、
青

礫
門
外
、
縦
有
妖
蘖
、
宜
消
繊
液
於
朝
旭

之
前
、
縦
有
禍
胎

、
須
払
遊
氛
於
暁
嵐
之
後
、
中
納
言

藤
原
朝
臣
実
頼
宣

、
奉
勅
、
.宜
仰

綱
所
、
令
件
寺
社
、

殊
請
堅
固
修
練
智
行
兼
備
者
、
今

月
八
日
自
己

二
点
、

専
竭
精
誠
、
転
件
経
者
、
綱
所
承
知

、
依
宣
行
之
、
仍

須
熟
仰
寺
社
、
心
身

不
退
令
僧

一
口
読
経

五
部
義
也
、

依
彼
仁

王
之
妙
力

、
将
増
聖
徳
之
遐
算

、
事
縁
綸
旨
、

不
得
疎
略
」

(
『本
朝
世
紀
』
)
、

「
夜
半

地
震
、
地
振
度

々
、

左
大
弁
来
云
、

可
令
読
仁

王
経

一
万

部

事

也
」

(
『貞
信
公
記
抄
』
)

7

・
8

「
十

五
大
寺
延
暦
寺
并
京
辺
諸
社
諸

寺
、
令
読

仁
王
経

、
為
御
息
災
、
令

止
地
震
也
」

(
同
)

⑫
天
慶

2

・
5

・
19

「
諸
卿
参
陣
、
被
定
行
自
来

二
十
五
旦

二
箇

日

間

、
於
十

五
大
寺
井
諸

社
、
可
被
修
仁
王
経
御
読
経
之

由
、
是
依
坂
東
兵
賊
事
也
」

(
『
本
朝
世
紀
』
)

7

・
2

「
依
祈
雨
、
自

来
五
日
三
箇

日
、
於
諸
社

、
僧

綱
等
率
十

口
僧
、

可
読
般
若

経

之

由
被
定
、

供
養
料

等

、
下
知
本
国

額
い
嬪
概
下
猷
韻
い
廨
劇
黥
御
稲
、
」

(
同
)

⑬
天
慶

3

・
1

・
21

「
高
名
十
余
社

、
口
綱
十
禅
師
為
使
頭

、
各
率

祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王

十
口
僧
、
令
読
仁
王
経
」

(『貞
信
公
記
抄
』)

⑭
天
慶
5
・
5
・
7

「被
定
行
為
祈
雨
於
諸
社
可
有
御
読
経
事
、

石
清
水
雛
繍

賀
茂
上
醜
黼
師

賀
茂
下
鵬
沸
師

松
尾
艫
辮
師

平
野
孀
擁
師

大
原
野
鸚
騨
師

稲
荷
禅
喜

春
日
渺
瀰
郡

住
吉
鷁
攤
師

大
神
翻

比
叡
璽

以
上
、
各
可
率
十

口
僧
、
但
別

口
供
料
白
米

一
斗

、
菜

料
黒
米

一
斗

、
以
各
当
国
正
税

可
給
之
由
、
弁
官

下
宣

旨
」

(
『
本
朝
世
紀
』
)

⑮
天
慶

6

・
5

・

「
石
清

水

・
賀

茂

上

下

・
松

尾

・
平

野

・
稲

荷

・
春

日

・
大
原
野

・
住
吉

・
大
神

・
比
叡
十

一
社
、

有
御
読
経

、
僧
綱
為
使
、
各
可
率
十

口
僧
、
為
使
充
此

料
、
召
近
江
丹
波
年
料
米

、
若
当
年
料
尽
者
、
可
進
明

年
料

云
々
鰹
糊
韓
蝌
又
五
龍
祭
」

(『
北
山
抄
』
第

六
、
祈

雨
例
)

⑯
天
暦
元

・
6

・
29

「
自
今
日
、
於
南
殿
井
十

五
大
寺
諸
社

、
修
臨

時
仁

王
経
御
読
経
穢
中
」

(
『
日
本
紀
略
』
)

⑰
天
暦

2

・
6

・
2

「
於
七
社
、
自
今

日
限

三
箇
日
、
令
読
転
読
仁

王
経

、
祈
雨
也
」

(
『
日
本
紀
略
』
)

6

・
3

「
定
十

一
社
井
龍
穴
神
等
、
遣
僧
綱
以
下
、
又

七
大
寺
僧
集
東
大
寺
大
仏
殿
、
可
祈
雨
之
由
」

(
同
)

⑱
天
暦
3

・
6

・
17

「
被
定
於
諸
社
井
十

五
大

寺

可
転

読

仁
王
経

事

、
為
祈
年
穀
消
疫
病
也
」

(
『
日
本
紀
略
』
)

⑲
天
暦
3

・

「
諸
社
及
西
寺
御
霊
堂
御
読

経
」

(『
北
山
抄
』

一
四
五



一
四
六

第
六
、
祈
雨
例
)

⑳
天
暦

8

・
4

・
25

「
於
七
大
寺

東
西
寺

延
暦
寺

井
諸
社

転

経

祈

雨
」

(
『
祈
雨
日
記
』
)

⑳
天
徳
元

・
6

・
3

「
定
於
十
四
社
験
所
読
仁
王
経
事

、
毎
社
僧
綱

一
口
、
率
十

口
僧
、
是
依
今
年
当
三
合
年

水
旱
疾
疫
之

災
不
絶
」

(
『
日
本
紀
略
』
)

(⑳
天
徳

2

・
5

・
17

左
弁
官

下

綱
所

応
分
頭
詣
寺
社
転
読
仁

王
般
若
経
事

石
清
水

権
少
僧
都

賀
茂
上

律
師

賀
茂
下

律
師

松
尾

律
師

平
野

権
律
師

大
原
野

律
師

稲
荷

権
少
僧
都

春
日

権
少
僧
都

大
和

律
師

住
吉

権
律
師

比
叡

僧
正

西
寺
御
霊
堂

権
律
師

上
出
雲
御
霊
堂

僧

祗
薗
天
神
堂

僧

右
廼
者
疾
疫
多
発
、
死
殤
遍
聞
、

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

僧
十
口

雖
修
般
若
之
斎
会
、

未
有
病
悩
之
消
除
、
右
大
臣
宣
、
奉
勅
、
宣
仰
綱
所
、

命
件
僧
等
、
各
率
浄
行

僧
十

口
、
詣
彼
寺
社

、
始
従
今

月
二
十

四
日
辰

二
点
、
三
箇

日
間
、
専

竭
精
誠

、
転
読

件
経
、
除
愈
黎
元
之
病
痾
、
兼
祈
年
穀
之
豊
稔

、
其
料

物

、
石
清
水

・
賀
茂
上
下

・
松
尾

・
平
野

・
大
原
野

・

稲
荷
等
社

、
西
寺
御
霊
堂

・
上
出
雲
等
御
霊
堂

・
祗
薗

天
神
堂

料
請

山
城
国
、
春
日

・
大
和

両

社

料

請

大

和

国
、
住
吉
社
料
請
摂
津
国
、
比
叡
社
請
近
江
国
者

、
綱

所
承
知

、
依
宣
行
之
、
事
在
攘

災
、
不
得
疎
略
、

天
徳
二
年

五
月
十
七
日

大
史
竹
田
宿

禰

右
大
弁

源
朝
臣

(
『
類
聚
符

宣
抄
』
第

三
、
疾

疫
Y

(
16
)

並
木
和
子

「
平
安
時

代

の
祈

雨

奉

㎜幣

[

(
二
十

二
社
研
究
会
編

『
平
安
時
代

の
神
社
と
祭

祀
』
所
収
)

(
17
)

「
十
六
社
」

に
伊
勢
神
宮

を
入
れ

る
場
合
は
賀
茂
上

・
同
下
社

を

一
社

に
数

え
、
入
れ
な

い
場
合
は
二
社

に
数

え
た
よ
う

で
あ
る
。
並

木
氏
は
前
掲
論
文

に
お

い
て

「
六
国
史
段
階
で
は
、
賀
茂
下

・
上

は

二
社
と
し
て
数
え

て
い
る
例
が
多

い
が
、

そ

れ

以

降

の
史
料
で
は

下

・
上

で

一
社
と
す
る

こ
と
が
通
例

で
あ
る
」

と
い
う
。
し

か
し
、

「
賀

(
茂
)
上
下
」
と
書
か
れ
て
お
れ
ば

二
社

に
、

「
賀

(
茂
)」

と
書
か
れ
て
お
れ
ば

一
社

に
数

え
る
の
が
、
史
料

に
則

し
た
解

釈
で

あ
ろ
う
。

(
18
)

大
屋
寺
の
こ
と
を
よ
く
調

べ
て
い
な

い
の
で
、
今

は
考
察

の
対
象

か
ら
除
外
す

る
。

(
19
)

「
大
和
」

は

「
大
神
」

の
誤
り
で
あ

る
可
能
性
が
高

い
。



(
20
)

例

え
ば
、
⑲

に

「諸
社

及
西
寺
御
霊
堂
」
と
あ

る
が
、
⑳

に

「
七

大
寺
東
西
寺
延
暦
寺
井
諸
社
」
と
あ

っ
て
、
西
寺
と
西
寺
御
霊
堂

は

使

い
分
け

て
い
る
。

『
目
本
紀
略
』
康
保

三
年
七
月
七
日
条

に

「
又

自
来
十

目
三
箇
日
、
於
諸
寺
有
読
経
、
七
大
寺
延
暦
寺
東
西
寺
御
霊

堂
上
出
雲
寺
祇
園
等
也

、
依
天
下
疾
疫
也
」
と
あ

る

「
東
西
寺
御
霊

堂
」

は
、

「
東
寺

・
西
寺
御
霊
堂
」

の
意
味

に
解
す

る
か
、
も

し
く

は
記
事

に
混
乱
が

あ
る
と
見

て
、

「東

西
寺

・
上
出
雲
寺
御
霊
堂

・

祗
園
等
」
と
読
む
か
で
あ

る
。

(
21
)

『
山
城
名
勝
志
』

(
第

二
上
)

「
八

所

御

霊
」

の
注

記

に

「
或

云
、
上
御
霊

ハ
上

出
雲
寺

ノ
御
霊
堂
也

、
下
御
霊

ハ
下
出
雲
寺

ノ
御

霊
堂
也
」
と
あ
る
。

「
御
霊
堂
」
か
ら
独
立
し
た
神
社

に
発
展
す

る

ケ
ー
ス
も
想
定
で
き
る
。

(
22
)

柴

田
実

「
御
霊
信
仰
と
天
神
」

(
同

『
日
本
庶
民
信
仰
史

.
神
道

篇
』
所
収
)

(
23
)

酒
向
伸
行

「
疫
神
信
仰

の
成
立
ー

八
、
九
世
紀

に
お
け
る
霊
的

世
界
観
I
I
」

(鳥
越
憲
三
郎
博
士
古
稀
記
念
会
編

『村
構
造
と
他

界
観
』
所
収
)
を
参
照
。

(
24
)

笹
生
衛

「奈
良

・
平
安
時
代
に
お
け

る
疫

神

観

の
諸

相
i

杯

(
椀
)
・
皿
形
人
面
墨
書
土
器
と
そ

の
祭

祀
ー
⊥

(
二
十

二
社
研

究
会
編

『
平
安
時
代

の
神
社
と
祭

祀
』
所
収
)
。

(
25
)

三
宅
和
朗

「『
延
喜
式
』
祝
詞

の
成
立

に

つ
い
て
」

『
日
本
歴
史
』

四
五
四
号
。

(
26
)

『
延
宣
口.式
』
巻

一
六

(
陰
陽
容
小)
。

(
27
)

大
儺

は
弘
仁
十

二
年

(
八

二

一
)
撰
上

の

『
内
裏
式
』

に
恒
例

の

舐
園
社

の
創
祀
と
牛
頭

天
王

祭
儀
と
し

て
見
え
、

『
儀
式
』

に
祭
文

を
収
め
る
。
神
祗
官
宮
主

の

奉
斎
す

る
諸
神

の
平
穏

を
祈
る
所
に
神
祗
信
仰
と
習
合
の
痕
跡
が
窺

わ
れ
、
宣
命
体
祭
文

は
九
世
紀
前
半

に
は
成
立
し
て

い
た
と
考
え
ら

れ

る
。

(
28
)

柴
田
実

「祗
園
御
霊
会
ー

そ
の
成
立
と
意
義
i

」

(
同

『
日

本
庶
民
信
仰
史

・
神
道
篇
』
所
収
)
を
参
照
。

(
29
)

同
右
。

(
30
)

例
え
ば
、
林
屋

辰
三
郎

『
京
都
』
、
京
都
市

『京
都

の
歴

史
』

1

(
平
安

の
新
京
)
。

(
31
)

久
保
田
収

「祗
園
御
霊
会

の
成

立
」

(
同

『
八
坂
神
社

の
研
究
』

所
収
)
。

(
32
)

『
本
朝
世
紀
』
久
安

三
年
七
月
二
十
七

日
条
。

(
33
)

『
園
太
暦
』
康
永

三
年
閏

二
月
二
十

一
日
条
。

(
34
)

祗
園
社

の
名
は
祗
園
天
神

(
牛
頭
天

王
)

に
由
来
す

る
。
久
保
田

収
氏

は
、
前
掲
注
(
8
)
論
文

に
お

い
て
、
藤
原
基
経
が

そ
の
邸
宅
を

移
築
し
て
観
慶
寺

に
寄
進
し
た

こ
と
か
ら
、
須
達
長
者
が
釈
迦

に
祗

園
精
舎
を
与
え
た
故
事

に
な
ら

っ
て
、
観
慶
寺
を
祗
園
寺
と
呼
び
、

そ

の
中

に
垂
迹
し
た
天
神

の
祠
を
祗
園
社
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た

と

い
う
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
し
た
由
来
が
あ
る

の
な
ら
、
祗
陀
林

寺

の
例

に
な
ら

っ
て
、

祗

園

社

の
縁

起
類

に
特
記
さ
れ
る
違

い
な

い
。

(
35
)

西
田
長
男

「
祗
園
牛
頭
天
王
縁
起

の
成
立
」

(
同

『神
社

の
歴
史

的
研
究
』
所
収
)
。

一
四
七




